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は
じ
め
に

　

小
・
中
学
校
国
語
教
科
書
で
ひ
ば
り
を
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
久
し
い
。
教
科
書
の
世
界
か
ら
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、「
歳
時
記
（
き
せ
つ
の
言
葉
）」
の
中
の
「
動
植
物　

春　

ひ
ば
り　

あ
さ
り　

つ
く
し
」（『
ひ
ろ
が
る
言
葉　

小
学
国
語　

３
上
』
学
校
図
書
、
二
〇
一
五
年
）
の
よ
う
な
形
で
残
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
教
材
（
作
品
）
と
し
て
の
存
在
感
が
急
激
に
失
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
副
題
に
示
し
た
作
業
か
ら
は
っ
き
り
と
浮
か
び
あ
が
る
。
そ
の

理
由
の
究
明
に
は
、
個
々
の
教
材
の
内
容
・
表
現
な
ど
の
検
討
が
求
め

ら
れ
る
が
、
実
際
に
ひ
ば
り
を
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と

も
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
公
益
財
団
法
人
日
本
野
鳥
の
会
「
ひ
ば
り

は　

ど
こ
に
？
〜
見
か
け
な
く
な
っ
た
、
春
の
風
物
詩
〜
」（http://

w
w
w
.w
bsj.org/activity/conservation/research-study/

hibari/

）
は
、
次
の
よ
う
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　
　

�

の
ど
か
な
田
園
で
陽
気
な
さ
え
ず
り
を
響
か
せ
、
空
高
く
舞
い
上

が
っ
て
い
く
ヒ
バ
リ

―
。
か
つ
て
は
春
の
風
物
詩
と
し
て
、
だ

れ
も
が
知
っ
て
い
る
身
近
な
野
鳥
で
し
た
。
し
か
し
近
年
、
都
市

部
な
ど
で
は
そ
の
姿
を
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
丈
の
低
い
草

地
を
好
む
ヒ
バ
リ
は
、
開
け
た
原
っ
ぱ
や
麦
畑
な
ど
に
生
息
し
て

い
ま
す
が
、
土
地
の
開
発
や
農
業
の
衰
退
な
ど
に
よ
っ
て
草
地
環

境
が
消
失
・
荒
廃
し
、
近
年
で
は
ヒ
バ
リ
や
セ
ッ
カ
、
ウ
ズ
ラ
と

い
っ
た
草
地
性
の
野
鳥
も
減
少
し
て
い
る
の
で
す

　

た
だ
し
、稿
者
は
「
か
つ
て
」
の
風
物
詩
を
現
実
の
も
の
と
し
て
知
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
手
元
の
図
鑑
（
高
野
伸
二
編
『
日
本
の
野
鳥
』

山
と
渓
谷
社
、
一
九
九
〇
年
第
一
〇
刷
）
三
八
二
頁
に
「
日
本
で
は
北

海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
全
国
で
繁
殖
し
、
積
雪
の
多
い
地
方
に
棲
む
個

体
は
、
冬
期
は
暖
地
へ
移
動
す
る
」
と
生
息
地
の
説
明
が
あ
る
。
し
か

小
・
中
学
校
国
語
科
教
科
書
ひ
ば
り
教
材
考

―
一
九
五
〇
年
度
以
降
の
採
録
状
況
の
概
観
を
中
心
に
―今　

井　

正
之
助
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し
、
生
ま
れ
育
っ
た
岐
阜
県
山
間
部
で
は
そ
の
記
憶
が
な
い
。
あ
ま
り

気
に
も
と
め
な
い
で
い
た
が
、日
本
野
鳥
の
会
大
阪
支
部
の
広
報
誌〝
む

く
ど
り
通
信
〟
二
一
八
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
号
）「
和
田
岳
さ
ん
の

身
近
な
鳥
か
ら
鳥
類
学　

７　

ヒ
バ
リ
は
ど
こ
に
生
き
残
る
の
か
」

（http://birdszukan.w
eb.fc2.com

/chouruigaku/007/index.
htm
l

）
に
以
下
の
一
節
が
あ
っ
た
。
和
田
氏
が
二
〇
一
一
年
の
五
〜

七
月
に
、
農
耕
地
で
繁
殖
す
る
鳥
の
分
布
調
査
の
た
め
に
、
大
阪
府
内

の
農
耕
地
の
あ
ち
こ
ち
を
自
転
車
で
走
り
回
っ
た
と
こ
ろ
、

　
　

�

ま
ず
標
高
が
高
く
な
る
と
と
た
ん
に
ヒ
バ
リ
は
い
な
く
な
り
ま

す
。
広
い
田
ん
ぼ
が
あ
る
の
に
、
能
勢
町
や
豊
能
町
、
茨
木
市
や

高
槻
市
の
山
間
部
に
は
ほ
と
ん
ど
ヒ
バ
リ
は
い
ま
せ
ん
。
も
う
一

つ
、
狭
い
田
ん
ば
に
も
ヒ
バ
リ
は
い
ま
せ
ん
。

と
い
う
の
で
あ
る
。
郷
里
は
こ
の
二
つ
と
も
に
当
て
は
ま
り
、
私
が
う

か
つ
だ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
川
口
孫
治
郎
『
飛
騨

の
鳥
』（
郷
土
研
究
社
、
一
九
二
一
年
。
名
著
出
版
の
復
刻
版
に
よ
る
）

「
ヒ
バ
リ
の
分
布
」
に
「
飛
騨
に
は
、
ヒ
バ
リ
が
至
つ
て
少
い
。
高
山

町
付
近
で
は
、
唯
、
灘
村
の
岡
本
の
田
圃
に
稀
に
巣
く
ふ
こ
と
が
あ
る

の
み
で
あ
る
。（
中
略
）
益
田
郡
（
注
：
稿
者
の
郷
里
、
現
下
呂
市
）

で
は
何
処
か
に
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
あ
ら
ば
竹
原
方
面
で
、
其
外

に
は
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
」と
あ
る
。『
萩
原
の
風
土
と
生
き
も
の
』（
岐

阜
県
益
田
郡
萩
原
町
教
育
委
員
会
、一
九
八
四
年
）「
萩
原
で
見
る
野
鳥
」

一
八
種
の
中
に
も
、
ひ
ば
り
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
三
〇
歳
代
半
ば
、
周
囲
に
農
耕
地
が
残
っ
て
い
る
愛
知

教
育
大
学
に
着
任
し
た
後
の
あ
る
春
日
、
近
辺
を
散
策
し
て
い
る
と
、

に
ぎ
や
か
な
鳴
き
声
が
降
っ
て
き
て
、
見
上
げ
る
と
小
さ
な
黒
い
鳥
影

が
ひ
と
つ
、
小
刻
み
に
中
空
に
揺
れ
て
い
た
。
そ
の
鳴
き
声
を
う
ま
く

描
写
で
き
な
い
が
、
複
数
の
さ
え
ず
り
が
せ
わ
し
な
く
入
り
混
じ
っ
た

よ
う
に
聞
こ
え
る
。
川
村
多
実
二
『
鳥
の
歌
の
科
学
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
七
四
年
。
一
七
九
頁
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�「
空
鳴
き
」ま
た
は「
舞
鳴
き
」の
替
え
文
句
は
非
常
に
数
が
多
く
、

優
良
な
鳥
に
な
る
と
一
五
種
く
ら
い
も
備
え
て
い
る
。（
中
略
）

試
み
に
右
の
替
え
文
句
を
列
べ
て
み
る
と
、

　
　
　
　

�
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�

す
な
わ
ち
立
派
に
ヒ
バ
リ
の
囀
り
が
組
み
立
て
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
替
え
文
句
の
配
合
、
続
き
ぐ
あ
い
、
お
の
お
の
の
音
色
、

余
韻
等
に
よ
っ
て
優
劣
巧
拙
の
差
が
生
ず
る
の
で
、
雄
一
羽
ご
と

に
異
な
る
か
ら
、こ
の
鳥
ほ
ど
個
体
差
の
顕
著
な
も
の
は
少
な
い
。

　

と
も
か
く
、
小
さ
な
、
し
か
し
高
性
能
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
空
に
浮
か

べ
た
よ
う
な
鳴
き
声
と
そ
の
様
態
（
ホ
バ
リ
ン
グ
、停
空
飛
翔
）
に
よ
っ

て
、
ひ
ば
り
を
は
っ
き
り
と
い
ち
ど
き
に
脳
裏
に
焼
き
つ
け
た
。
同
時

に
、
昭
和
の
歌
謡
界
に
君
臨
し
た
「
美
空
ひ
ば
り
」
の
名
の
含
意
す
る
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と
こ
ろ
は
こ
れ
だ
っ
た
の
か
、
と
も
勝
手
に
納
得
し
た
。
空
高
く
鳴
く

の
は
雄
で
あ
る
け
れ
ど
。

　

以
来
、
ひ
ば
り
の
登
場
す
る
教
材
に
関
心
を
い
だ
い
て
き
た
。
な
か

で
も
、
坂
本
遼
の
詩
「
春
」（
唯
一
小
中
学
校
両
方
の
教
科
書
に
採
録

さ
れ
た
教
材
で
あ
る
）
に
つ
い
て
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
別
稿
に

ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
小
・
中
学
校
国
語
教
科
書
に
載
っ
た
ひ
ば
り
関
連

教
材
を
通
覧
し
て
み
た
い
。

〔
凡
例
〕

１
．
作
品
（
教
材
）
の
検
出
は
、
東
書
文
庫
蔵
書
検
索
＊
に
よ
っ
た
。

　
　
　

＊�

（http://w
w
w
.tosho-bunko.jp/opac/T

B
Search�

小
・
中
学
校
、
昭
和
二
四
年
以
降
の
国
語
教
科
書
の
み
作
品

名
で
検
索
可
能
）

　

�　
『
教
科
書
掲
載
作
品
：
小
・
中
学
校
編
（
読
ん
で
お
き
た
い
名
著

案
内
）』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
八
年
）、「
小
学
校
国
語
教

科
書
題
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
神
奈
川
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

に
も
目
を
通
し
た
が
、
標
題
か
ら
察
知
し
づ
ら
い
作
品
を
見
落
と
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

２�

．
当
該
教
科
書
の
使
用
年
度
は
教
科
書
図
書
館
「
教
科
書
目
録
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://textbook-rc.or.jp/library/search/

index.htm
l

）
の
記
載
に
よ
っ
た
。

３�

．
各
ヒ
バ
リ
教
材
の
筆
者
・
出
典
は
、
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

く
（
特
に
小
学
校
教
科
書
）、
教
科
書
指
導
書
の
記
載
に
よ
っ
た
。

た
だ
し
、
指
導
書
を
披
見
で
き
な
か
っ
た
り
、
指
導
書
に
も
不
記
載

の
場
合
は
、
稿
者
の
調
査
結
果
を
、
項
目
番
号
の
頭
に
「
＊
」
を
付

し
て
示
し
た
。
教
科
書
本
文
と
出
典
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
場
合
は

注
記
し
た
。
典
拠
の
確
認
に
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
恩
恵
が
大
き
か
っ
た
。

４�

．
教
科
書
・
指
導
書
は
、
主
と
し
て
教
科
書
図
書
館
、
愛
知
教
育
大

学
附
属
図
書
館
の
蔵
書
を
披
見
し
、
相
互
貸
借
、
複
写
依
頼
な
ど
に

よ
っ
て
補
っ
た
。
改
訂
時
期
の
教
科
書
は
確
認
す
る
よ
う
つ
と
め
た

が
、
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

５�

．
採
録
項
目�

�

記
号
（
小
学
校
ａ
〜
ｐ
、
中
学
校
Ａ
〜
Ｊ
）
作
品
題
名
：
作
品
著
作

者
、（
冒
頭
の
一
節
。
改
行
、
文
字
の
空
き
は
原
則
と
し
て
非
表
示
）、

①
種
別
、
②
作
者
紹
介
（『
日
本
人
名
辞
典
』、『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』

を
参
照
。
そ
れ
以
外
は
個
別
に
注
記
）、
③
出
典
、
④
発
行
者
『
教

科
書
名
』（
教
科
書
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
表
示
に
よ
る
）、
⑤
教

科
書
番
号
：
使
用
年
度
、
⑥
備
考
。
※
④
⑤
は
発
行
者
ご
と
に
適
宜

一
括
し
た
。

一
、
小
学
校
ひ
ば
り
教
材
一
覧

Ⅰ
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
度
以
降
使
用
開
始

　
ａ
ひ�

ば
り
：
野
口
雨
情�

�
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「
ヒ
バ
リ
ノ　

オ
ウ
チ
」
は
第
二
連
に
異
同
が
あ
り
、『
全
集
Ⅰ
』

収
録
の
『
ボ
ク
ト　

キ
ミ
』（
日
本
書
院
、
一
九
四
七
年
）「
ヒ

バ
リ
ノ　

オ
ウ
チ
」
が
教
科
書
の
典
拠
。
④
教
育
出
版
『
こ

く
ご　

二
の
上
』、
⑤
小
国252

：1952

〜1953

／
④
『
改
訂　

こ
く
ご　

二
の
上
』、
⑤
小
国2-210

：1954

〜1960

　
ｃ
ひ
ば
り
の
た
ま
ご
：
村
山
俊
太
郎

　
　
　

�（
ぼ
く
は
、
あ
ぜ
の
下
に
、
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
。
ぼ
く
は
、

日
に
光
る
草
の
中
に
、
か
ら
だ
を
か
く
し
て
い
る
。
…
）�

�

①
詩
。
＊
②
む
ら
や
ま-

と
し
た
ろ
う
、1905

〜1948

。
昭
和

時
代
の
教
育
運
動
家
。
福
島
県
出
身
。
＊
③
梶
村
光
郎
「
村
山

俊
太
郎
の
年
譜
・
著
作
目
録
」（
琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要
67
、

二
〇
〇
五
年
九
月
）
に
「1929

（
昭
和
４
）
年
５
月
１
日
、（
童

謡
）
ひ
ば
り
の
た
ま
ご
、
読
方
綴
方
鑑
賞
文
選
（
尋
常
二
年
）、

文
園
社
」
と
あ
る
が
未
確
認
。
④
中
教
出
版
『
国
語
の
本　

五
年
上
』、
⑤
小
国583

：1952

〜1954

　

ｄ
ひ
ば
り
の
ひ
っ
こ
し
：
イ
ソ
ッ
プ
ま
た
は
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ

　
　
　

�（
麦
畑
の
中
に
、
ひ
ば
り
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。
麦
が
黄
色
く

み
の
っ
て
、
あ
ち
ら
で
も
こ
ち
ら
で
も
、
麦
か
り
を
…
）�

�

①
物
語
。
＊
②Æ

sop/A
esop

。『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
作
者

と
さ
れ
る
前
六
世
紀
ご
ろ
の
ギ
リ
シ
ャ
人
。
解
放
奴
隷
と
も
い

わ
れ
る
が
、
生
涯
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
不
明
。
②Jean�de�

（
ひ
ば
り
は
う
た
を
う
た
っ
て
る
。
畑
の
う
た
を
う
た
っ
て
る
。

あ
さ
か
ら
ば
ん
ま
で
う
た
っ
て
る
。
…
）�

�
①
童
謡
。
②
の
ぐ
ち-

う
じ
ょ
う
、1882

〜1945

。
明
治
〜
昭

和
時
代
前
期
の
詩
人
。
作
曲
家
中
山
晋
平
と
の
コ
ン
ビ
に
よ
る

作
品
は
ひ
ろ
く
愛
唱
さ
れ
た
。
茨
城
県
出
身
。
作
品
に
「
船
頭

小
唄
」「
波は

浮ぶ

の
港
」「
七
つ
の
子
」、
童
謡
集
に
『
十
五
夜
お

月
さ
ん
』
な
ど
。
＊
③
『
定
本
野
口
雨
情
』
第
三
巻
（
未
来
社
、

一
九
八
六
年
）
収
録
。「
ひ
ば
り
」
は
『
青
い
眼
の
人
形
』

（
一
九
二
四
年
、金
の
星
社
）「
海
ひ
よ
ど
り
」の
中
の
一
篇
。「
海

ひ
よ
ど
り
」
は
『
童
話
』
一
九
二
二
年
一
〇
月
に
発
表
（『
定
本
』

解
題
）。
④
日
本
書
籍
『
太
郎
花
子
こ
く
ご
の
本　

ひ
ば
り
の

う
た　

二
年
上
』、
⑤
小
国218

：1950
〜1951

、
小
国250

：

1952

〜1953

／
④
『
太
郎
花
子
こ
く
ご
の
本　

二
年
上　

ひ

ば
り
の
う
た　

改
訂
版
』、
⑤
小
国2-204

：1954
〜1958

　

ｂ
ひ
ば
り
の
お
う
ち
：
佐
藤
義
美

　
　
　

�（
ひ
ば
り
の
お
う
ち
は
む
ぎ
ば
た
け
。
だ
ん
だ
ん
ば
た
け
の
ど

こ
で
す
か
。
げ
ん
げ
を
つ
ん
で
、
す
み
れ
を
つ
ん
で
、
…
）

　
　
　

�

①
童
謡
。
②
さ
と
う-

よ
し
み
、1905

〜1968

。
昭
和
時
代
の

童
謡
詩
人
、
童
話
作
家
。
童
謡
「
グ
ッ
ド
バ
イ
」「
い
ぬ
の
お

ま
わ
り
さ
ん
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
大
分
県
出
身
。
＊
③
『
佐

藤
義
美
全
集
Ⅰ
』（
佐
藤
義
美
全
集
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
）

に
収
録
の
『
大
ナ
ミ　

小
ナ
ミ
』（
富
士
出
版
社
、一
九
四
二
年
）
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La�Fontaine

、1621

〜1695

。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
。
イ
ソ
ッ

プ
の
寓
話
な
ど
を
も
と
に
、巧
み
な
韻
文
で
書
い
た
『
寓
話
集
』

は
寓
話
文
学
の
傑
作
と
し
て
有
名
。
＊
③
未
確
認
。
教
科
書
の

中
心
人
物
は
〈
ひ
ば
り
の
お
と
う
さ
ん
〉。『
ひ
ら
が
な
い
そ
っ

ぷ
』（
文
園
社
、
一
九
二
六
年
）「
か
し
こ
い
ひ
ば
り
」
は
〈
お

つ
か
さ
ん
の
ひ
ば
り
〉。『
ひ
ら
が
な
イ
ソ
ッ
プ
：
二
年
生
童
話
』

（
イ
ソ
ッ
プ
原
作
、
谷
崎
伸
編
、
金
蘭
社
、
一
九
三
五
年
）「
ひ

ば
り
と
む
ぎ
か
り
」
は
〈
お
母
さ
ん
ひ
ば
り
〉。『
イ
ソ
ッ
プ
の

お
話　

新
版
（
岩
波
少
年
文
庫
）』（
河
野
与
一
編
訳
、
岩
波
書

店
、二
〇
〇
〇
年
）「
ひ
ば
り
と
農
夫
」
は
〈
親
ヒ
バ
リ
〉。『
子

ど
も
の
た
め
の
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
の
お
は
な
し
』（
こ
ぐ
ま
社
、

二
〇
一
五
年
）「
ヒ
バ
リ
と
ヒ
バ
リ
の
子
と
お
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
」

は
〈
母
さ
ん
ヒ
バ
リ
〉。
上
記
は
記
述
に
も
種
々
の
異
同
が
あ

る
が
、
教
科
書
の
よ
う
に
〈
お
と
う
さ
ん
〉
と
す
る
も
の
は
少

な
い
。
引
っ
越
し
の
よ
う
な
家
庭
の
重
要
事
の
決
定
権
は
父
親

に
あ
る
、と
い
う
観
念
に
よ
る
改
訂
か
。④
中
教
出
版
『
国
語
の

本　

三
年
上
』、
⑤
小
国356

：1952

〜1954

　
ｅ
や
さ
し
い
ひ
ば
り
：
浜
田
広
介

　
　
　
（
第
三
節
に
冒
頭
部
引
用
）

　
　
　

�

①
物
語
。
②
は
ま
だ-

ひ
ろ
す
け
、1893

〜1973

。
大
正
〜
昭

和
時
代
の
児
童
文
学
作
家
。
作
品
に
「
泣
い
た
赤
鬼
」「
椋む

く

鳥ど
り

の
夢
」
な
ど
。
＊
③
教
材
末
尾
に
「
は
ま
だ　

ひ
ろ
す
け
の　

ぶ
ん　

に
よ
る
」
と
あ
る
。『
こ
ぶ
た
の
ペ
エ
く
ん
』（
日
本
書

房
、
一
九
五
四
年
）
所
収
「
や
さ
し
い
ひ
ば
り
」
が
典
拠
作
で

あ
ろ
う
。
上
記
作
は
、『
ひ
ろ
す
け
幼
年
童
話
文
学
全
集
６
』（
集

英
社
、一
九
七
〇
年
）
に
「
ひ
ば
り
と
も
ぐ
ら
」
と
し
て
再
録
。

こ
の
二
者
に
は
漢
字
・
仮
名
の
表
記
以
外
の
大
き
な
異
同
は
な

い
。
教
科
書
に
は
末
尾
に
「
も
ぐ
ら
の　

子
ど
も
は
、「
あ
り

が
と
う
、
ひ
ば
り
さ
ん
。」
と
い
っ
て
、
あ
な
の　

中
へ　

ひ
っ

こ
み
ま
し
た
。」
の
一
文
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
典
拠

作
中
程
の
「
あ
お
ぞ
ら
の　

た
か
い　

と
こ
ろ
に
、
ぽ
っ
ち
り

と　

小
さ
な　

ひ
ば
り
が　

み
え
ま
し
た
。
く
び
を　

の
ば
し

て　

み
て　

い
る
と
、」
が
教
科
書
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

稿
者
の
関
心
か
ら
は
残
念
。
④
日
本
書
院
『
こ
く
ご　

２
年

上
』、
⑤
小
国2-266

：1957

〜1960

　

Ⅱ
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
度
以
降
使
用
開
始

　

ｆ
ひ
ば
り
：
そ
の
一
ア
イ
ヌ
の
伝
説
、
そ
の
二
イ
ソ
ッ
プ

　
　
　

�（
一
：
む
か
し
、
ひ
ば
り
は
、
天
上
に
住
ん
で
い
た
。
ひ
ば
り
は
、

天
の
神
様
に
…
。
二
：
麦
畑
の
中
に
、
ひ
ば
り
の
す
が
…
）�

�

①
物
語
。
②
教
科
書
末
尾
に
「
は
じ
め
の
話
は
ア
イ
ヌ
の
で
ん

せ
つ
、次
の
は
イ
ソ
ッ
プ
物
語
に
出
て
い
る
話
」
と
注
記
あ
り
。

＊
③
「
ア
イ
ヌ
の
伝
説
」
は
、『
石
森
延
男
児
童
文
学
全
集
第
４
』

（
学
習
研
究
社
、
一
九
七
一
年
）『
う
つ
く
し
い
マ
リ
モ
』
収
載
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の
「
ヒ
バ
リ
の
や
く
そ
く
」
の
抄
録
再
話
か
。『
少
年
少
女
日

本
の
民
話
・
伝
説
８
』（
北
海
道
の
巻
、
二
反
長
半
編
著
、
市

川
禎
男
絵
。
偕
成
社
一
九
六
三
年
）
に
「
ひ
ば
り
の
お
使
い
」

が
載
る
由
だ
が
未
見
。「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」は
ｄ「
ひ
ば
り
の
ひ
っ

こ
し
」
の
類
話
。
ｆ
は
〈
親
ひ
ば
り
〉
と
す
る
が
、『
イ
ソ
ッ

プ
の
お
話
新
版
（
岩
波
少
年
文
庫
）』
と
は
文
章
が
異
な
る
。

④
光
村
図
書
出
版
『
小
学
新
国
語
四
年
上
』、
⑤
国
語4011

：

1961

〜1964

　
ｇ
ひ
ば
り
の
歌
：
水
上
不
二

　
　
　

�（
わ
た
し
は
け
さ
も
三
時
に
目
が
さ
め
ま
し
た
。
麦
の
中
で
夜

あ
け
を
待
ち
ま
し
た
。
光
の
は
し
ご
を
上
っ
て
行
き
ま
し
た
。）

①
詩
。
②
み
ず
か
み-

ふ
じ
、1904

〜1965
。
詩
人
、
童
話
作

家
、
絵
本
作
家
、
作
詞
家
。
宮
城
県
気
仙
沼
市
生
ま
れ

〔W
ikipedia

に
よ
る
〕。
③
巽
聖
歌
著『
詩
の
味
わ
い
か
た
』（
指

導
書
は
牧
書
房
と
す
る
が
「
牧
書
店
」、
一
九
五
四
年
）
所
載

の
「
ヒ
バ
リ
の
報
告
水
上
不
二
」。
傍
線
部
は
「
わ
た
し
は
天

の
案
内
者
で
す
。
け
さ
も
三
時
に
目
が
さ
め
ま
し
た
」と
あ
る
。

「
光
の
は
し
ご
を
の
ぼ
っ
て
い
き
ま
し
た
」
に
つ
づ
く
部
分
「
小

学
校
の
屋
根
に
旗
が
ゆ
れ
、
太
陽
の
な
か
は
あ
た
た
か
で
し

た
。」
が
教
科
書
で
は
「
学
校
の
屋
根
に
旗
が
ゆ
れ
、
川
は
ひ

と
す
じ
の
お
び
で
し
た
」。
こ
の
方
が
天
空
か
ら
の
視
覚
表
現

に
統
一
さ
れ
、
近
景
か
ら
遠
景
へ
の
広
が
り
が
生
ま
れ
る
。
詩

全
体
も
よ
り
洗
練
さ
れ
て
い
る
印
象
を
う
け
る
。
指
導
書
に
断

り
が
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
改
編
は
水
上
の
手
に
な
る
か
。
④

信
濃
教
育
会
出
版
部
『
国
語　

五
年
上
』、
⑤
国
語5021

：

1961

〜1964

／
④
『
国
語　

六
年
上
』
同
、
⑤
国
語6037

：

1965

〜1967

、
国
語6049

：1968

〜1970

　

ｈ
ひ
ば
り
の
話
：
内
田
清
之
助

　
　
　
（
冒
頭
部
は
③
に
引
用
）

　
　
　

�

①
説
明
文
。
②
う
ち
だ-

せ
い
の
す
け
、1884

〜1975

。
明
治

〜
昭
和
時
代
の
鳥
類
学
者
。
著
作
に
『
日
本
鳥
類
図
説
』『
鳥

学
講
話
』
な
ど
。
③
指
導
書
は
「
四
季
の
鳥
四
季
の
魚
」
と
す

る
が
、『
四
季
の
鳥
・
季
節
の
魚
』（
さ
・
え
・
ら
書
房
、

一
九
五
三
年
）収
録
の「
雲
の
上
の
王
様
ヒ
バ
リ
の
話（
三
月
）」

を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
直
接
の
出
典
だ
と
す
る
と
、
教

科
書
の
「
ひ
ば
り
の
話
」
は
大
き
く
改
編
さ
れ
て
い
る
。
典
拠

の
書
き
出
し
「
羽
の
さ
き
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら
『
ピ
ー
チ
ュ
ル
、

ピ
ー
チ
ュ
ル
』と
高
い
空
で
の
ど
か
に
鳴
い
て
い
る
ヒ
バ
リ
は
、

ほ
ん
と
う
に
春
の
雲
の
上
の
王
様
の
よ
う
で
す
ね
。
ど
う
し
て

ヒ
バ
リ
は
、
こ
の
よ
う
に
た
え
ま
な
く
な
い
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。」
は
、
教
科
書
で
は
「
あ
た
た
か
い
春
の
日
に
、
雲
に

と
ど
く
ほ
ど
高
い
空
か
ら
、『
ピ
ー
チ
ュ
ル
、ピ
ー
チ
ュ
ル
。』と
、

ひ
ば
り
の
楽
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ひ
ば
り
は
、

ど
う
し
て
あ
ん
な
に
鳴
き
つ
づ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
あ
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る
。
ま
た
、「
ヒ
バ
リ
は
よ
く
ひ
ら
け
た
平
野
に
す
ん
で
い
ま

す
が
、
鳴
く
時
に
は
ま
る
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
も
あ
が
る
よ
う

に
、
ま
っ
す
ぐ
に
空
に
ま
い
あ
が
り
、
あ
る
高
さ
ま
で
の
ぼ
る

と
、
そ
こ
で
空
中
に
と
ま
っ
て
、
鳴
い
て
い
る
の
で
す
」（
小

稿
「
は
じ
め
に
」
に
述
べ
た
ホ
バ
リ
ン
グ
さ
え
ず
り
の
描
写
）

が
教
科
書
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
④
二
葉
（1962

か
ら
発

行
者
変
更
、教
育
出
版
）『
国
語　

三
年
下
』、
⑤
国
語3004

：

1961

〜1967

　

ｉ
ひ
ば
り
の
日
記
：（
不
明
）

　
　
　

�（
五
月
六
日
（
木
曜
日
）
晴
れ
／
田
中
君
が
、「
お
も
し
ろ
い
も

の
を
見
せ
て
や
る
か
ら
、
つ
い
て
こ
な
い
か
。」
と
い
っ
た
の

で
…
）�

�

①
日
記
形
式
の
物
語
、
＊
③
不
明
。『
小
学
国
語
三
年
上　

指

導
書
』（
大
阪
書
籍
、
一
九
六
六
年
）
を
参
照
し
た
が
、
作
者
・

出
典
の
記
載
な
し
。
同
じ
単
元
「
よ
く
見
て
書
こ
う
」
に
あ
る

「
子
も
り
」
に
つ
い
て
は
、「
出
典
は
、『
よ
い
詩
よ
い
文
』（
四

年
生
）
国
分
一
太
郎
編
、
三
十
二
年
新
評
論
版
。
当
時
、
静
岡

県
駿
東
郡
裾
野
東
小
学
校
児
童
、
高
杉
利
光
君
の
作
品
で
あ

る
。」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
ひ
ば
り
の
日
記
」
は
教
科
書
編

者
が
児
童
の
日
記
風
に
執
筆
し
た
も
の
か
。
④
大
阪
書
籍
『
小

学
国
語
三
年
上
』、
⑤
国
語3031

：1965

〜1970

　
ｊ
ひ
ば
り
の
す
：
木
下
夕
爾

　
　
　

�（
冒
頭
部
は
③
に
引
用
）�

�

①
詩
。
②
き
の
し
た-

ゆ
う
じ
、1914

〜1965

。
昭
和
時
代
の

詩
人
、
俳
人
。
短
詩
型
の
叙
情
詩
に
す
ぐ
れ
、
詩
誌
『
木
靴
』

を
主
宰
し
た
。
詩
集
に
『
生
れ
た
家
』、句
集
に
『
遠
雷
』
な
ど
。

③
『
小
学
新
国
語
』
指
導
書
は
『
児
童
詩
集
』（
木
靴
發
行
所
、

一
九
五
五
年
）
を
あ
げ
る
が
未
見
。『
国
語
三
上
わ
か
ば
』
指

導
書
は『
定
本
木
下
夕
爾
詩
集
』（
牧
羊
社
、一
九
六
六
年
）。『
小

学
新
国
語
』
は
「
ひ
ば
り
の
す
、
／
見
つ
け
た
。
／
ま
だ
、
だ

れ
も
知
ら
な
い
。」
の
よ
う
に
句
読
点
あ
り
。『
国
語
三
上
わ
か

ば
』は「
ひ
ば
り
の
す
／
み
つ
け
た
／
ま
だ
た
れ
も
知
ら
な
い
」。

④
光
村
図
書
出
版
『
小
学
新
国
語　

三
年
上
』、
⑤
国
語

3035

：1965

〜1967

／
④
『
国
語
三
上
わ
か
ば
』、
⑤
国
語

309

：1980

〜1982

、
国
語319

：1983

〜1985

、
国
語329

：

1986

〜1988

　

ｋ
ヒ
バ
リ
と
風
船
：
石
森
延
男

　
　
　

�（
わ
た
し
は
、
冷
た
い
よ
う
な
、
な
ま
あ
た
た
か
い
よ
う
な
わ

か
草
の
上
に
ね
こ
ろ
ん
で
、
じ
っ
と
空
を
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。）�

�

①
物
語
。
②
い
し
も
り-

の
ぶ
お
、1897

〜1987

。
昭
和
時
代

の
児
童
文
学
者
、国
語
教
育
家
。
日
本
児
童
文
学
会
初
代
会
長
。

北
海
道
出
身
。
③
指
導
書
は
出
典
を
「
編
集
委
員
の
書
き
お
ろ
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し
石
森
延
男
」
と
す
る
が
、『
ふ
る
さ
と
の
絵
』（
三
省
堂
、

一
九
四
〇
年
）「
雲
雀
と
風
船
」の
改
訂
版
と
い
う
の
が
正
確
か
。

④
光
村
図
書
出
版
『
小
学
新
国
語　

六
年
上
』、
⑤
国
語

6043
：1968

〜1970

Ⅲ
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
度
以
降
使
用
開
始

　

ｌ
天
の
ふ
え
：
斎
藤
隆
介

　
　
　

�（
あ
る
時
、
と
つ
ぜ
ん
雪
が
降
っ
て
き
て
、
地
面
は
一
面
ま
っ

白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
雪
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
…
）�

�

①
物
語
。
②
さ
い
と
う-

り
ゅ
う
す
け
、1917

〜1985

。
昭
和

時
代
後
期
の
児
童
文
学
作
家
。
絵
本
に
滝
平
二
郎
の
切
り
絵
に

よ
る
『
八
郎
』『
花
さ
き
山
』
な
ど
が
あ
る
。
東
京
出
身
。
③

日
本
書
籍
の
学
習
指
導
書
に
「
出
典　

愛
蔵
版　

わ
た
し
の
ほ

ん
「
ベ
ロ
出
し
チ
ョ
ン
マ
」（
理
論
社
刊
）」
と
あ
り
。
教
育
出

版
の
指
導
書
は
未
確
認
。
両
社
の
教
科
書
の
「
天
の
ふ
え
」
は

漢
字
／
仮
名
、
平
仮
名
／
片
仮
名
の
相
違
、
読
点
な
ど
小
異
あ

り
。
理
論
社
刊
『
ベ
ロ
出
し
チ
ョ
ン
マ
』
は
未
確
認
。『
斎
藤

隆
介
全
集
第
１
巻
短
編
童
話
１
』（
岩
崎
書
店
、
一
九
八
二
年
）

は
、
理
論
社
刊
本
（
一
九
六
七
年
）
に
拠
っ
た
と
い
う
が
、
作

品
名
は
『
天
の
笛
』
で
あ
る
。

　
　
　

④�

日
本
書
籍
『
小
学
国
語　

４
上
』、
⑤
国
語4011

：1971

〜1973

、
国
語4091

：1974

〜1976

　
　
　

④�

教
育
出
版
『
新
版　

標
準
国
語　

六
年
上
』、
⑤
国
語

6041

：1971

〜1973

／
④
『
改
訂　

標
準
国
語　

六
年
上
』、

⑤
国
語6081

：1974

〜1976

　
ｍ
ひ
ば
り
：
砂
村
秀
治

　
　
　

�（
ひ
ば
り
は
、
す
ず
め
よ
り
少
し
大
き
な
小
鳥
で
す
。
は
ね
の

色
は
、
す
ず
め
と
同
じ
よ
う
に
、
か
れ
草
や
土
の
よ
う
な
色
を
）

①
説
明
文
。
②
③
一
九
七
一
・
一
九
七
四
年
指
導
書
「
東
京
教

育
大
学
付
属
小
学
校
教
諭
砂
村
秀
治
氏
の
書
き
下
し
で
あ
る
」、

一
九
七
七
年
指
導
書
「
元
東
京
教
育
大
学
付
属
小
学
校
教
諭
、

砂
村
秀
治
氏
の
文
章
を
も
と
に
教
材
化
し
た
」。
④
東
京
書
籍

『
新
し
い
国
語
3
上
』、
⑤
国
語3031

：1971

〜1973

／
④
『
新

訂
新
し
い
国
語
3
上
』、⑤
国
語3061

：1974

〜1976

／
④
『
新

編
新
し
い
国
語
3
上
』、
⑤
国
語3131

：1977

〜1979

　
ｎ
春
：
坂
本
遼

　
　
　

�（
詩
句
全
文
を
第
三
節
に
引
用
）�

�

①
詩
。
②
さ
か
も
と-

り
ょ
う
、1904

〜1970

。
昭
和
時
代
の

詩
人
。
昭
和
２
年
郷
里
兵
庫
県
の
方
言
に
よ
る
農
民
詩
集
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
を
刊
行
。
戦
後
は
、
竹
中
郁い

く

ら
と
児
童
詩
運
動
を
す

す
め
、雑
誌
「
き
り
ん
」
を
主
宰
。
③
『
詩
集
た
ん
ぽ
ぽ
』（
銅

鑼
社
、
一
九
二
七
年
）。
④
光
村
図
書
出
版
『
小
学
新
国
語　

五
年
上
』、
⑤
国
語5141

：1977

〜1979

／
④
『
国
語　

五
上　



― 9 ―

銀
河
』、
⑤
国
語509

：1980

〜1982

、
国
語519

：1983

〜

1985

、
国
語529

：1986

〜1988

、
国
語541

：1989

〜1991
Ⅳ
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
度
以
降
使
用
開
始

　
ｏ
ひ
ば
り
：
間
所
ひ
さ
こ

　
　
　

�（
詩
句
全
文
を
第
三
節
に
引
用
）�
�

①
詩
。
②
ま
ど
こ
ろ-
ひ
さ
こ
、1938

〜2019

。
主
な
作
品
に
、

詩
集
『
山
が
近
い
日
』（
理
論
社
）、『
チ
ャ
コ
の
ア
ル
バ
ム
』（
草

炎
社
）
な
ど
が
あ
る
。
東
京
都
生
ま
れ
〔
京
都
民
報W

eb

「
お

は
な
し
絵
本
館
」・
他
〕。
③
『
山
が
近
い
日　

間
所
ひ
さ
こ
少

年
詩
集
』（
理
論
社
、
一
九
七
四
年
）。
④
学
校
図
書
『
小
学

校
国
語　

三
年
上
』、
⑤
国
語325
：1986
〜1988

、
国
語

337

：1989

〜1991

Ⅴ
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
度
以
降
使
用
開
始

　
ｐ
ヒ
バ
リ　

ヒ
バ
リ
：
加
藤
多
一

　
　
　

�（
第
三
節
に
冒
頭
部
引
用
）�

�

①
物
語
。
②
か
と
う-

た
い
ち
、1934

〜
。
昭
和
後
期
〜
平
成

時
代
の
児
童
文
学
作
家
。
北
海
道
に
す
み
、そ
の
風
土
と
人
間
、

離
農
問
題
な
ど
を
か
き
つ
づ
け
る
。
北
海
道
出
身
。
＊
③
『
国

語
教
材
研
究
大
事
典
』（
明
治
図
書
出
版
、1992

）「
ヒ
バ
リ　

ヒ
バ
リ
」
１
書
誌
⑴
教
材
史
に
「「
ヒ
バ
リ　

ヒ
バ
リ
」
の
初

出
は
『
三
年
生
の
童
話
』（
一
九
七
三
年　

小
学
館
）
で
、
の

ち
短
編
集『
ふ
ぶ
き
だ
走
れ
』（
一
九
七
六
年　

北
海
道
新
聞
社
）

に
収
録
さ
れ
た
。
長
ら
く
絶
版
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
八
八

（
昭
和
六
三
）
年
岩
崎
書
店
か
ら
新
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
」

と
あ
る
。
④
大
阪
書
籍
『
小
学
国
語　

３
上
』、
⑤
国
語

305

：1992

〜1995

／
④
日
本
書
籍
『
わ
た
し
た
ち
の
小
学

国
語　

４
上
』、
⑤
国
語401

：1992

〜1995

　
　

二
、
中
学
校
ひ
ば
り
教
材
一
覧

Ⅰ
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
度
以
降
使
用
開
始

　

Ａ
佐
吉
と
ひ
ば
り
：
中
村
草
田
男

　
　
　

�（
ひ
と
り
で
た
く
さ
ん
の
よ
び
名
―
と
い
う
よ
り
あ
だ
名
を

持
っ
て
い
る
あ
ん
ま
さ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。本
名
は
佐
吉
と
…
）

①
童
話
。
②
な
か
む
ら-

く
さ
た
お
、1901

〜1983

。
昭
和
時

代
の
俳
人
。
清し

ん

（
中
国
）
厦ア
モ
イ門
生
ま
れ
。
昭
和
九
年
高
浜
虚
子

の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
同
人
と
な
り
、二
一
年
『
万
緑
』
を
創
刊
、

主
宰
。
句
集
に
『
長
子
』『
銀
河
依
然
』
な
ど
。
③
教
材
末
尾

に
「
雑
誌
「
文
学
界
」
に
よ
る
」
と
あ
り
、
同
誌
第
二
巻
一
〇

号
（
一
九
四
八
年
一
〇
月
）
に
「
一
雲
雀
―
メ
ル
ヘ
ン
―
」
が
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載
る
。「
一
雲
雀
」
は
『
風
船
の
使
者
』（
み
す
ず
書
房
、

一
九
七
七
年
）、『
中
村
草
田
男
全
集
11
』（
み
す
ず
書
房
、

一
九
八
七
年
）
に
収
録
。
④
教
育
図
書
『
国
語　

中
学
校
第

三
学
年
用
（
一
）』、
⑤
中
国910

：1950

〜1954

　

Ｂ
春
の
朝
（
春
の
あ
し
た
）：
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
原
詩
、
上
田
敏
訳

　
　
　

�（
時
は
春
／
春
は
朝
／
朝
は
七
時
／
片
岡
に
露
み
ち
て
／
あ
げ

ひ
ば
り
な
の
り
い
で
／
神
そ
ら
に
し
ろ
し
め
す
／
…
）�

�

①
詩
。
②Robert�Brow

ning

、1812

―1889

。
テ
ニ
ソ
ン

と
と
も
に
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
の
イ
ギ
リ
ス
詩
を
代
表
す
る
人
物
。

人
間
性
に
対
す
る
信
頼
と
楽
天
主
義
を
表
現
し
た
。「
神
、
そ

ら
に
知
ろ
し
め
す
。
／
す
べ
て
世
は
事
も
無
し
。」（
上
田
敏
訳
。

『
ピ
ッ
パ
が
通
る
』）
は
こ
の
思
想
の
表
明
と
し
て
あ
ま
り
に
も

有
名
で
あ
る
。〔
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）〕。
②
う

え
だ-

び
ん
、1874

〜1916

。
明
治
〜
大
正
時
代
の
外
国
文
学

者
、
詩
人
。
西
欧
の
文
学
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
詩
の
名
訳

で
知
ら
れ
る
。
訳
詩
集
『
海
潮
音
』、
詩
・
訳
詩
集
『
牧
羊
神
』、

小
説
『
う
づ
ま
き
』
な
ど
。
東
京
出
身
。
③
三
省
堂
出
版
『
中

等
国
語　

三
上
（
改
訂
版
）』
は
教
材
末
尾
に
「
上
田
敏
訳
『
東

西
名
詩
集
』に
よ
る
」と
記
す
。『
東
西
名
詩
集　

吟
詠
漢
詩
集
』

（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、一
九
三
六
年
）か（
未
見
）。『
同
上（
三

訂
版
）』
以
下
は
『
海
潮
音
』
を
あ
げ
る
。『
海
潮
音
』（
本
郷

書
院
、
一
九
〇
五
年
）「
春は

る

の
朝あ
し
た」
の
末
尾
に
「
ブ
ラ
ウ
ニ
ン

グ
―
『
ピ
パ
の
歌
』」
と
あ
る
。『
定
本　

上
田
敏
全
集
１
』（
教

育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
）
編
注
は
、「
劇
詩
『
ピ
パ

は
過
ぎ
行
く
』Pippa�Passes

（1841

）
の
第
一
幕
「
朝
」
で

少
女
ピ
パ
が
う
た
う
歌
。（
中
略
）
標
題
の
振
仮
名
は
初
版
で

は
「
春は

る

の
朝あ
し
た」
と
な
っ
て
い
る
が
、（
中
略
）
五
版
（
大
10
・
４
）

で
は
「
朝あ

さ

」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
。「Pippa's

�
Song

」
は
平
井
正
穂
編
『
イ
ギ
リ
ス
名
詩
選
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
年
）
収
載
。

　
　
　

④
三
省
堂
出
版
（1958

年
度
よ
り
三
省
堂
）

　

�　
　
　

�『
中
等
国
語
（
改
訂
版
）
三
上
』、
⑤
中
国968

：1952

〜

1958

／
④
『（
三
訂
版
）』、
⑤
中
国9-936

：1955

〜1961

／
④
『（
四
訂
版
）』、⑤
中
国9-982

：1957

〜1961

／
④
『
中

等
国
語　

五
訂
版　

三
』、
⑤
中
国A

-908

：1960

〜1961

　
　
　

④
光
村
図
書
出
版

　

�　
　
　

�『
中
等
新
国
語
文
学　

３
上
』、
⑤
中
国955

：1952

〜1954

／
④
『
中
等
新
国
語
文
学
編　

三
上
』、
⑤
中
国9-932

：

1955

〜1959

／
④
『
中
等
新
国
語
三
』、
⑤
国
語9007

：

1962

〜1965

、
国
語905

：1972

〜1974
　
　
　

④
中
央
書
籍

　
�　

　
　

�『
新
制
中
等
国
語
文
学
編　

第
二
学
年
用
』、
⑤
中
国884

：

1953

〜1957

　
　
　

④
日
本
書
籍

　
　
　
　

��『
山
本
有
三
編
集　

国
語
総
合
編　

中
学
３
年
の
２
』、
⑤
中
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国9-910

：1954

〜1961
　
　
　

④
学
校
図
書

　
　
　
　

�『
中
学
校
国
語　

三
上
』、
⑤
中
国9-938

：1955

〜1956

／

④
『
同
』（
改
訂
版
）、
⑤
中
国9-968

：1957

〜1961

、
⑥

標
題
は
「
序
詩　

春
の
朝
」

　
　
　

④
愛
育
社

　
　
　
　

�『
中
学
の
国
語　

三
上
』、
⑤
中
国9-926

：1955

〜1957

、

⑥
標
題
は
「
春
の
詩
」

　
　
　

④
秀
英
出
版�

　
　
　
　
『
私
た
ち
の
国
語　

三
上
』、
⑤
中
国9-964

：1956

〜1961

　
　
　

④
二
葉

　
　
　
　

�『
中
学
国
語
総
合　

三
年
上
』（
改
訂
版
）、
⑤
中
国9-960

：

1956

〜1961

　
　
　

④
教
育
出
版

　
　
　
　

�『
改
訂
版　

総
合
中
学
国
語　

三
の
上
』、
⑤
中
国9-956

：

1956

〜1957

　
　
　

④
中
央
図
書
出
版
社

　
　
　
　

�『
国
語　

三　

総
合
中
学
校
用
』、
⑤
中
国9-988

：1958
〜

1958

　
　
　

④
開
隆
堂
出
版

　
　
　
　
『
国
語　

三
』、
⑤
国
語9013

：1962

〜1965

　
　
　

④
大
日
本
図
書

　
　
　
　
『
私
た
ち
の
国
語　

三
』、
⑤
国
語9012

：1962

〜1965

　

Ｃ
あ
げ
ひ
ば
り
：
三
好
達
治

　
　
　
（
詩
句
全
文
を
第
三
節
に
引
用
）

　
　
　

�

①
詩
。
②
み
よ
し-

た
つ
じ
、1900

〜1964

。
昭
和
時
代
の
詩

人
。
大
阪
市
生
れ
。『
詩
と
詩
論
』
に
参
加
、
の
ち
堀
辰
雄
ら

と
『
四
季
』
を
創
刊
。
伝
統
詩
を
継
承
し
、
現
代
詩
に
お
け
る

純
粋
な
叙
情
性
を
追
求
し
た
。
詩
集
『
測
量
船
』『
南な

ん

窗そ
う

集
』、

詩
論
集
『
諷
詠
十
二
月
』
な
ど
。
③
三
省
堂
教
材
末
尾
に
「
三

好
達
治
詩
集『
春
の
岬
』に
よ
る
」と
あ
る
。
教
育
図
書
は「『
山

果
集
』に
よ
る
」と
注
記
す
る
。『
三
好
達
治
全
集
第
一
巻
』（
筑

摩
書
房
、
一
九
六
四
年
）
は
、「
揚
げ
雲
雀
」
の
典
拠
を
『
間

花
集
』（
※
書
名
第
一
字
は
異
体
字
。
門
構
え
の
中
は｢

月｣

）と
す
る
。

高
橋
睦
郎
「
花
を
ひ
ろ
う　

雲
雀
（
二
）」（
朝
日
新
聞
、

二
〇
一
二
年
三
月
一
〇
日
）
も
、
傍
線
部
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　
　
　

�　

…
三
好
達
治
（
中
略
）
は
、第
一
詩
集
『
測
量
船
』（
昭

和
五
〈
一
九
三
〇
〉
年
刊
」
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
詩
形
を
試

行
し
た
後
、『
南
窗
集
』（
昭
和
七
年
）、『
間
花
集
』（
同

九
年
）、『
山
果
集
』（
同
十
年
）
と
四
行
詩
時
代
に
入
る
。

そ
の
中
か
ら
雲
雀
の
登
場
す
る
二
篇
を
拾
お
う
。「
友
を

喪
ふ
四
章
」（『
南
窗
集
』）「
展
墓
」
と
「
揚
げ
雲
雀
」（『
間

花
集
』）
と
。

　
　
　

�　

三
省
堂
教
科
書
に
い
う
『
春
の
岬
』
は
、『
測
量
船
』『
霾
』『
南

窗
集
』『
間
花
集
』『
山
果
集
』
の
合
本
詩
集
で
あ
る
『〈
詩
集
〉

春
の
岬
』（
創
元
社
、
一
九
三
九
年
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
教
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育
図
書
教
材
末
尾
の
注
記
は
存
疑
。

　
　
　

④�

三
省
堂
出
版　
『
中
等
国
語
（
改
訂
版
）
一
上
』、
⑤
中
国

772

：1952

〜1958

／
④
『
中
等
国
語
（
三
訂
版
）
一
上
』、

⑤
中
国7-738

：1955

〜1961

　
　
　

④�

教
育
図
書
『
中
学
標
準
国
語　

二
上
』、
⑤
中
国873

：

1953

〜1959
／
④
『
改
訂
版　

中
学
標
準
国
語　

二
上
』、

⑤
中
国8-847
：1956

〜1961

　
　
　

④�

学
校
図
書
『
国
語
中
学
三
』、
⑤
中
国A

-907

：1960

〜

1961

　
　
　

⑥�

三
社
と
も
、
教
科
書
冒
頭
（
目
次
の
前
後
）
に
掲
出
。
教
育

図
書
の
指
導
書
は
そ
の
「
扱
い
方
」
に
つ
い
て
、「
単
元
外

の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
表
紙
、
口
絵
、
目
次
の
線
に
連
な
る

所
の
も
の
と
し
て
み
た
い
」
と
い
う
。

　

Ｄ
ひ
ば
り
に
（
雲
雀
に
）：
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
（
田
部
重
治
訳
）

　
　
　

�（
霊
妙
な
る
楽
人
、
空
の
巡
礼
者
、
憂
い
に
み
つ
る
地
上
を
な

れ
は
さ
げ
す
む
や
。
ま
た
は
、
翼
は
空
高
く
舞
い
あ
が
れ
ど
、）

①
詩
。
②W
illiam

�W
ordsw

orth

、1770

〜1850

。
英
国
の

詩
人
。
自
然
と
人
間
と
の
霊
交
を
う
た
い
、
と
も
に
湖
畔
詩
人

と
よ
ば
れ
た
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
と
の
共
著
『
叙
情
民
謡
集
』
は
ロ

マ
ン
主
義
運
動
に
一
時
期
を
画
し
た
。ほ
か
に
自
伝
的
長
詩『
序

曲
』
な
ど
。
＊
③
『
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
詩
集
』（
田
部
重
治
選
訳
、

岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
）、

　
　
　

④�

光
村
図
書
出
版
『
中
等
新
国
語
文
学　

３
上
』、
⑥
中
国

955

：1952

〜1954

、
中
国9-932

：1955

〜1959

　
　
　

④�

東
京
修
文
館
『
中
学
生
の
国
語　

三
下
』、
⑤
中
国998

：

1953

〜1956

　
　
　

④�

愛
育
社
『
中
学
の
国
語　

三
下
』、
⑤
中
国9-927

：1955

〜1957

　

Ｅ
イ�

舞
ひ
た
つ
と
羽
づ
く
ろ
い
す
る
口
ご
も
り
の　

ひ
ば
り
の
声
は

草
む
ら
に
聞
ゆ
：
若
山
牧
水

　
　

ロ�

雨
雲
の
な
か
に
ま
ひ
の
ぼ
り
啼
く
声
の　

ひ
ば
り
は
し
げ
し
こ

よ
ひ
晴
れ
な
む
：
同

　
　

ハ�

ひ
ば
り
啼
く
空
の
青
み
の
け
ぶ
ら
ひ
て　

心
う
ら
悲
し
庭
に
立

ち
つ
つ
：
同

　
　
　

�

①
短
歌
。
②
わ
か
や
ま-

ぼ
く
す
い
、1885

〜1928

。
明
治
〜

昭
和
時
代
前
期
の
歌
人
。
平
明
流
麗
な
歌
風
で
、
旅
と
酒
の
歌

人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
紀
行
文
や
随
筆
も
お
お
い
。
宮
崎
県
出

身
。
歌
集
に
『
海
の
声
』『
別
離
』『
死
か
芸
術
か
』
な
ど
。�

�

＊
③
以
下
は
『
若
山
牧
水
全
集
』
の
歌
集
解
説
に
よ
る
。�

�

イ
〔『
全
集
８
』
増
進
会
出
版
社
、
一
九
九
三
年
〕。『
く
ろ
土
』

（
第
十
三
歌
集
。
一
九
二
一
年
三
月
、
新
潮
社
刊
）
所
収
。「
静

か
な
る
旅
を
ゆ
き
つ
つ
」（
紀
行
文
。
一
九
二
一
年
七
月
、
ア

ル
ス
刊
）
に
も
所
収
。�

�
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ロ
の
典
拠
は
イ
に
同
じ
。「
静
か
な
る
旅
を
ゆ
き
つ
つ
」
所
収

歌
は
「
雨
雲
の
空
に
の
ぼ
り
て
啼
き
す
ま
す
雲
雀
は
し
げ
し
晴

近
か
ら
む
」
と
あ
り
、
ロ
と
小
異
あ
り
。�

�
ハ
〔『
全
集
10
』
一
九
九
三
年
〕『
山
桜
の
歌
』（
第
十
四
歌
集
。

一
九
二
三
年
、
新
潮
社
刊
）
所
収
。

　
　
　

�

④�

教
育
図
書
『
中
学
標
準
国
語　

三
上
』、
⑤
中
国976

：

1953

〜1960
／
④
『
改
訂
版　

中
学
標
準
国
語　

三
上
』、

⑤
中
国9-949
：1956
〜1961

。
⑥
「
詩
歌
の
鑑
賞　

三
、

春
の
声
（
短
歌
・
俳
句
）
Ⅰ
ひ
ば
り
…
若
山
牧
水
」
と
し
て

五
首
が
載
り
、
そ
の
中
三
首
が
ひ
ば
り
を
歌
う
。

　

Ｆ
ひ
ば
り
よ
り
上
に
や
す
ら
ふ
峠
か
な
：
松
尾
芭
蕉

　
　
　

�

①
俳
句
。
②
ま
つ
お-

ば
し
ょ
う
、1644
〜1694

。
江
戸
時
代

前
期
の
俳
人
。
作
句
は
没
後
、『
冬
の
日
』『
猿
蓑
』『
炭
俵
』

な
ど
の
七
部
集
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
伊
賀
（
三
重
県
）
出
身
。

＊
③
『
校
本　

芭
蕉
全
集
』
第
一
巻
（
富
士
見
書
房
、
一
九
八

八
年
）
一
四
四
頁
は

　
　
　
　
　
　

臍ほ
ぞ

峠た
う
げ〈
多た
ふ
の
み
ね

武
峰
ヨ
リ
龍り
ゅ
う
も
ん門へ
越こ
す

道
也
〉

　
　
　
　
　

雲
雀
よ
り
空
に
や
す
ら
ふ
峠
哉�

（
笈
の
小
文
）

　
　
　
　
　

雲
雀
よ
り
上
に
休
ら
ふ
峠
か
な　
　

翁�

（
卯
辰
集
）

　
　
　
　
　

雲
雀
よ
り
上
に
や
す
ろ
ふ
峠
か
な　

芭
蕉�

（
曠
野
）

　
　
　

と
掲
出
し
、
そ
の
頭
注
に

　
　
　

�「『
蕉
翁
句
集
』
に
は
『
笈
の
小
文
』
と
同
句
形
で
載
せ
、
そ

の
草
稿
に
『
曠
野
』
の
句
形
は
誤
り
だ
と
い
う
。『
芭
蕉
庵
小

文
庫
』・『
泊
船
集
』
に
は
『
卯
辰
集
』
と
同
句
形
で
載
る
。「
空
」

が
後
案
か
と
思
わ
れ
る
。
句
と
し
て
も
「
空
」
の
方
が
よ
い
と

す
る
説
が
多
い
」
と
い
う
。
学
校
図
書
『
中
学
校
国
語
教
師
用

書
（
三
年
用
）』
三
〇
頁
に
、「
雲
雀
よ
り
上
に
や
す
ら
ふ
峠
か

な
―
貞
享
五
年
の
「
笈
の
小
文
」
に
あ
る
句
」
と
あ
る
が
、『
笈

の
小
文
』
は
「
空
に
や
す
ら
ふ
」。
教
科
書
収
載
句
は
い
ず
れ

も
「
上
に
」
で
あ
る
。

　
　
　

④�

教
育
図
書
『
中
学
標
準
国
語　

三
上
』、
⑤
中
国976

：

1953

〜1960

／
④
『
改
訂
版　

中
学
標
準
国
語　

三
上
』、

⑤
中
国9-949

：1956

〜1961

。
⑥
「
詩
歌
の
鑑
賞　

三
、

春
の
声
（
短
歌
・
俳
句
）
Ⅱ
山
路　

松
尾
芭ば

せ
う蕉
」
と
し
て
五

句
が
載
り
、
そ
の
第
五
句
目
。

　
　
　

④�

学
校
図
書
『
中
学
国
語　

三
上
』、
⑤
中
国979

：1953

〜

1954

、
中
国9-938

：1955

〜1956

／
④
『
中
学
校
国
語　

三　

上
』（
改
訂
版
）、⑤
中
国9-968

：1957

〜1961

。
⑥
「
Ⅰ

俳
句
の
世
界　

三　

ひ
ば
り　

松
尾
芭
蕉
」
と
し
て
九
句
掲

出
し
、
そ
の
第
一
句
。

　

Ｇ
ひ
ば
り
：
河
竹
繁
俊

　
　
　

�（
春
の
初
め
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
わ
た
く
し
の
毎
朝
の
楽
し

み
は
、
チ
ー
チ
ク
、
チ
ー
チ
ク
と
空
高
く
鳴
き
た
て
る
…
）�

�
①
随
筆
。
②
か
わ
た
け-

し
げ
と
し
、1889

〜1967

。
大
正
〜
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昭
和
時
代
の
演
劇
学
者
。
著
作
は
『
日
本
演
劇
全
史
』『
歌
舞

伎
史
の
研
究
』な
ど
。
長
野
県
出
身
。
③
教
材
末
尾
に「
―「
放

送
随
筆
」河
竹
繁
俊
の
文
に
よ
る
―
」と
記
す
。
指
導
書
に「「
放

送
随
筆
」
は
、
多
く
の
人
々
の
短
い
随
筆
を
、
一
人
一
編
ず
つ

治
め
た
も
の
で
、
も
と
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
た
も
の
に
手
を
加
え

た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年
七
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
編
集
、
日
本
出
版

共
同
株
式
会
社
の
発
行
で
あ
る
」
と
あ
る
。『
放
送
随
筆
』（
日

本
放
送
協
会
編
、
日
本
出
版
協
同
、
一
九
五
三
年
）
に
、
河
竹

の
随
筆
「
瀬
鳴
り
」「
雲
雀
」「
富
士
山
」
が
載
り
、そ
の
一
つ
。

表
記
を
除
き
ほ
ぼ
原
文
ど
お
り
で
あ
る
が
、
冒
頭
近
く
、『
万

葉
集
』
大
伴
家
持
歌
に
つ
づ
く
、
夏
目
漱
石
『
草
枕
』
に
み
え

る
雲
雀
の
描
写
に
ふ
れ
た
一
節
が
教
科
書
で
は
省
か
れ
て
い

る
。
④
二
葉
『
中
学
国
語
総
合　

二
年
上
』、
⑤
中
国

8-845

：1955

〜1961

。
⑥
冒
頭
部
分
に
「
…
む
ろ
ん
、
雨
の

日
は
鳴
か
な
い
。
雨
の
日
に
鳴
か
な
い
の
も
道
理
で
、
ひ
ば
り

と
い
う
名
の
起
り
を
調
べ
て
み
る
と
、「
日
晴
れ
」
か
ら
出
て

い
る
と
い
う
。
だ
か
ら
、
か
ら
り
と
晴
れ
た
日
で
な
け
れ
ば
、

鳴
き
つ
つ
飛
び
あ
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
し
か
し
、

稿
者
は
曇
天
に
飛
び
鳴
く
姿
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
Ｅ
ロ
の
牧

水
歌
も
あ
る
。
中
西
悟
堂「
若
山
牧
水
の
鳥
の
歌
」（
短
歌
研
究
、

一
九
七
〇
年
。『
若
山
牧
水
全
集
５
』
収
載
）
は
、
牧
水
は

六
一
種
も
の
鳥
を
詠
ん
で
お
り
、「
そ
れ
も
一
首
々
々
が
実
際

に
見
た
写
実
で
あ
り
、同
時
に
抒
情
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。

　

Ｈ
さ
く
ら
と
ひ
ば
り
：
室
生
犀
星

　
　
　
（
詩
句
全
文
を
⑥
に
引
用
）

　
　
　

�

①
詩
。
②
む
ろ
う-

さ
い
せ
い
、1889

〜1962

。
大
正
〜
昭
和

時
代
の
詩
人
、
小
説
家
。『
愛
の
詩
集
』『
抒
情
小
曲
集
』
を
発

表
、
叙
情
詩
人
と
し
て
出
発
。
の
ち
に
小
説
も
発
表
。『
性
に

眼
覚
め
る
頃
』『
幼
年
時
代
』『
あ
に
い
も
う
と
』『
杏
っ
子
』

な
ど
。
石
川
県
出
身
。
＊
③
『
抒
情
小
曲
集
』（
感
情
詩
社
、

一
九
一
八
年
）「
桜
と
雲
雀
」。『
室
生
犀
星
全
集
１
』（
新
潮
社
、

一
九
六
四
年
）収
録
。④
秀
英
出
版『
私
た
ち
の
国
語　

一
上
』、

⑤
中
国7-765

：1956

〜1961

。
⑥
教
科
書
目
次
の
次
に
「
序
」

と
題
し
て
掲
示
。
指
導
書
に
「
序
詩
の
位
置
づ
け
」
と
題
し
て

「（
前
略
）
中
学
生
と
い
う
新
し
い
環
境
に
は
い
っ
た
今
、
国
語

学
習
の
開
始
に
当
っ
て
、
春
の
明
快
な
詩
を
鑑
賞
し
、
今
後
の

国
語
学
習
に
潤
い
と
希
望
を
与
え
る
よ
う
に
指
導
し
た
い
」
と

い
う
。「
昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
発
行
」
の
教
科
書
本

文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。「
ひ
ば
り
ひ
ね
も
す
／
う
つ
ら
う
つ

ら
と
な
け
り
／
う
ら
ら
か
に
声
は
さ
く
ら
に
む
す
び
つ
き
／
さ

く
ら
ず
ん
ず
ん
〔
す
ん
す
ん
〕
の
び
ゆ
け
り
／
さ
く
ら
よ
／
わ

が
し
ん
じ
つ
を
愛
せ
よ
〔
感
ぜ
よ
〕
／
ら
ん
ま
ん
と
そ
そ
ぐ
日

光
に
ひ
ろ
が
れ
／
あ
た
た
か
く
楽
し
き
春
の
／
春
の
世
界
に
ひ

ろ
が
れ
」（〔　

〕
内
は
『
抒
情
小
曲
集
』）。
波
線
部
の
教
科
書

の
誤
植
も
見
過
ご
せ
な
い
が
、
一
・
二
行
目
、
特
に
「
う
つ
ら
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う
つ
ら
と
」（
原
詩
も
同
様
）
と
い
う
雲
雀
の
鳴
き
声
の
形
容

に
は
違
和
感
が
あ
る
。
山
本
健
吉
監
修
『
大
歳
時
記　

第
一
巻

句
歌
春
夏
』（
集
英
社
、
一
九
八
五
年
）
に
「
う
ら
う
ら
に
照

れ
る
春
日
に
ひ
ば
り
上
が
り
心
悲
し
も
ひ
と
り
し
思
へ
ば　

大

伴
家
持
［
万
葉
集
］」
お
よ
び
「
う
ら
う
ら
と
天
に
雲
雀
は
啼

き
の
ぼ
り
雪
斑
ら
な
る
山
に
雲
ゐ
ず　

斎
藤
茂
吉
」
が
載
る
。

茂
吉
歌
は
大
正
二
年
刊
『
赤
光
』「
死
に
た
ま
ふ
母
其
三
」（
岩

波
文
庫
『
赤
光
』
一
〇
六
頁
）
に
収
載
、『
抒
情
小
曲
集
』
は

大
正
七
年
の
刊
。
家
持
詠
歌
の
影
響
下
に
茂
吉
歌
が
な
り
、
さ

ら
に
そ
の
茂
吉
歌
の
「
う
ら
う
ら
と
啼
き
」
の
変
奏
と
し
て
、

犀
星
の
詩
句
「
う
つ
ら
う
つ
ら
と
啼
く
」
が
な
っ
た
か
。
し
か

し
、
茂
吉
歌
の
場
合
、「
う
ら
う
ら
と
」
は
「
の
ぼ
り
」
に
懸

か
り
、
異
様
な
表
現
で
は
な
い
。

　

Ｉ
ひ
ば
り
の
子
：
庄
野
潤
三

　
　
　

�（
第
三
節
に
冒
頭
部
引
用
）

　
　
　

�

①
小
説
。
②
し
ょ
う
の-

じ
ゅ
ん
ぞ
う
、1921

〜2009
。
昭
和

後
期
〜
平
成
時
代
の
小
説
家
。児
童
文
学
作
家
庄
野
英
二
の
弟
。

「
第
三
の
新
人
」
の
一
人
。『
プ
ー
ル
サ
イ
ド
小
景
』
で
芥
川
賞

受
賞
。
家
庭
の
さ
さ
や
か
な
日
常
を
描
き
続
け
る
。
他
に
『
静

物
』『
夕
べ
の
雲
』『
絵
合
せ
』
な
ど
。
＊
③
「
ひ
ば
り
の
子
」

は
『
ザ
ボ
ン
の
花
』
全
一
六
章
の
う
ち
の
第
一
章
。
ⅰ
『
ザ
ボ

ン
の
花
』（
近
代
生
活
社
、
一
九
五
六
年
）
と
ⅱ
『
庄
野
潤
三

全
集
２
』（
講
談
社
、一
九
七
三
年
）
と
で
は
異
同
が
あ
り
（
そ

の
他
の
版
も
あ
る
が
未
確
認
）、
大
修
館
書
店1958

・
光
村
図

書1972

は
ⅰ
（
両
者
に
は
小
異
あ
り
、
光
村
図
書
が
よ
り
正

確
）、
光
村
図
書1978

は
ⅱ
に
よ
る
（
三
省
堂
、
大
日
本
図
書
、

大
阪
書
籍
、
学
校
図
書
の
教
科
書
は
未
確
認
）。

　
　
　

④�

大
修
館
書
店
『
新
中
学
国
語
総
合　

新
訂
版　

一
下
』、
⑤

中
国7-792

：1958

〜1961

／
④
『
新
中
学
国
語　

一
』、

⑤
国
語7005

：1962

〜1965

　
　
　

④�

三
省
堂
『
中
等
国
語　

五
訂
版　

三
』、
⑤
中
国A

-908

：

1960

〜1961

／
④
『
中
等
国
語　

三
』、
⑤
国
語9009

：

1962

〜1965

／
④
『
中
等
国
語　

新
訂
版　

二
』、
⑤
国
語

8022

：1966

〜1968

　
　
　

④�

大
日
本
図
書
『
中
学
校
国
語　

一
年
』、
⑤
国
語7001

：

1962

〜1965

　
　
　

④�

大
阪
書
籍
『
中
学
国
語　

１
』、
⑤
国
語7017

：1962

〜

1965

、
国
語7026

：1966

〜1968

　
　
　

④�

学
校
図
書
『
中
学
校
国
語
一
』、
⑤
国
語7018

：1966

〜

1968
　
　
　

④�

光
村
図
書
出
版
『
中
等
新
国
語
一
』、
⑤
国
語705

：1972

〜1974

、
国
語709

：1975

〜1977

、
国
語715

：1978

〜

1980
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Ⅱ
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
度
以
降
使
用
開
始

　
　
　

�（
発
行
者
別
で
は
新
規
の
採
録
開
始
が
あ
る
が
、
作
品
単
位
で

は
新
し
い
作
品
の
採
録
は
な
し
）

　

Ⅲ
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
度
以
降
使
用
開
始

　
　

Ｊ
春

　
　
　
　

�

①
②
③
は
小
学
校
「
ｎ
春
」
に
同
じ
。
④
学
校
図
書
『
中

学
校
国
語　

二
』、
⑤
国
語808
：1975

〜1977

、
国
語

813

：1978

〜1980

　
　
　
　

三
、
小
・
中
学
校
国
語
教
科
書
に
み
る
ひ
ば
り
の
描
写

　
　
　
　
　
　

―
〝
停
空
飛
翔
し
な
が
ら
の
さ
え
ず
り
〟
を
中
心
に
―

　
「JapanK

now
ledge

」
を
使
い
、｢

鳥｣
｢

停
空
飛
翔｣

を
ア
ン
ド

検
索
す
る
と
、
カ
ワ
セ
ミ
、
ケ
ア
シ
ノ
ス
リ
、
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
、
ノ

ス
リ
、
ハ
イ
イ
ロ
チ
ュ
ウ
ヒ
、
ミ
サ
ゴ
な
ど
が
み
つ
か
る
〔
鳥
名
は
日

本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）
の
項
目
〕
が
、
い
ず
れ
も
獲
物
を
ね

ら
う
際
の
行
動
で
あ
る
。『
岩
波　

生
物
学
辞
典　

第
５
版
』
は
、「
静

止
飛
翔
」
の
見
出
し
で
「《
同
》
停
空
飛
翔
」
と
あ
り
、「
チ
ョ
ウ
ゲ
ン

ボ
ウ
、
ミ
サ
ゴ
、
コ
ア
ジ
サ
シ
、
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
が
、
飛
び
な
が
ら
地

表
や
水
面
下
の
食
物
に
ね
ら
い
を
つ
け
る
と
き
に
よ
く
用
い
る
。
停
空

時
間
は
一
般
に
数
秒
、
ハ
チ
ド
リ
類
は
こ
の
飛
び
方
に
特
殊
化
し
て
お

り
、
花
の
前
の
空
中
で
長
い
間
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

の
説
明
が
あ
る
。
ハ
チ
ド
リ
を
除
い
て
、
停
空
時
間
は
短
い
よ
う
で
あ

る
。
鳴
き
声
と
停
空
飛
翔
と
の
関
係
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
獲
物

に
敵
（
捕
食
者
）
の
存
在
を
気
づ
か
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
は
ず

で
あ
り
、
停
空
飛
翔
の
際
に
は
鳴
か
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

上
記
の
文
献
で
は
ヒ
バ
リ
が
あ
が
っ
て
い
な
い
が
、
清
棲
幸
保
『
日

本
鳥
類
大
図
鑑
：
増
補
改
訂
版
第
１
巻
燕
雀
目
―
雨
燕
目
』（
講
談
社
、

一
九
七
八
年
）
に
「
翼
を
緩
慢
に
羽
ば
た
い
て
飛
翔
し
、
さ
え
ず
り
な

が
ら
領
域
か
ら
垂
直
に
上
昇
し
、
昇
り
切
る
と
翼
を
激
し
く
羽
ば
た
い

て
停
空
飛
翔
を
し
、
さ
え
ず
り
終
わ
る
と
ま
っ
す
ぐ
に
領
域
内
に
舞
い

降
り
る
の
が
常
で
あ
る
。
巣
に
も
ど
る
と
き
に
は
横
飛
び
し
て
ひ
ら
り

ひ
ら
り
と
飛
翔
す
る
」（
三
七
五
頁
）
と
あ
る
。

　

内
田
清
之
助
『
ば
あ
ど　

ろ
あ
』「
雲
雀
の
話
」（
東
京
出
版
、
一
九

四
七
年
）
に
次
の
よ
う
に
い
う
（『
季
節
の
鳥
』
縄
書
房
、
一
九
五
〇

年
も
同
内
容
）。

　
　

�

雲
雀
が
空
高
く
舞
ひ
な
が
ら
囀
る
こ
と
は
、
他
の
鳥
と
異
な
る
著

し
い
特
徴
で
、（
中
略
）
空
に
数
分
間
、
う
た
ひ
な
が
ら
停
止
し

て
ゐ
る
。（
中
略
）
空
で
鳴
く
時
間
は
長
く
て
数
分
間
で
あ
る
。

中
国
人
は
雲
雀
を
飼
ひ
馴
ら
し
て
籠
か
ら
放
し
、空
中
で
鳴
か
せ
、

鳴
き
終
わ
る
と
そ
れ
を
ま
た
籠
へ
収
容
す
る
と
い
ふ
遊
び
を
や

る
。
日
本
で
も
中
国
か
ら
伝
は
つ
て
や
つ
て
ゐ
る
が
、こ
れ
を「
揚
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げ
雲
雀
」
と
い
ひ
、
屡
々
そ
の
競
技
も
催
さ
れ
る
。
競
技
で
は
滞

空
時
間
が
数
分
乃
至
十
五
分
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
人

為
的
に
然
ら
し
め
た
例
外
で
、
天
然
の
雲
雀
の
場
合
に
は
そ
れ
ほ

ど
長
い
も
の
で
は
な
い
。（
三
六
〜
三
八
頁
）

　

ま
た
、
樋
口
・
森
岡
・
山
岸
編
集
『
日
本
動
物
大
百
科
第
４
巻
鳥
類

Ⅱ
』（
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）
に
も
「
ヒ
バ
リ
の
も
っ
と
も
顕
著
な

特
徴
は
、
空
に
舞
い
上
が
り
さ
え
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
春
、
草
原
や
農

耕
地
の
上
空
高
く
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
ヒ
バ
リ
の
声
は
季
節
の
風
物
詩

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
」（
六
九
頁
）
と
あ
り
、
さ
え
ず
り
な
が
ら

の
停
空
飛
翔
は
ヒ
バ
リ
の
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。た
だ
し
、

同
書
に
「
ヒ
バ
リ
は
空
中
で
さ
え
ず
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
巣
づ
く

り
の
初
期
以
外
は
地
上
で
さ
え
ず
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
。
空
へ
昇
る

と
き
の
さ
え
ず
り
は
〝
上
が
り
〟、
舞
う
と
き
は
〝
空
鳴
き
〟、
下
が
る

と
き
は
〝
降
り
〟
と
い
っ
て
区
別
す
る
」（
七
一
頁
）
と
の
注
意
が
あ
る
。

　

な
お
、「
揚
げ
雲
雀
」
の
語
が
あ
る
が
、
前
掲
の
内
田
著
に
は
破
線

部
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
、『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
は
「
空
高
く
舞
い

上
が
っ
て
鳴
い
て
い
る
ヒ
バ
リ
」、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
「
ヒ
バ
リ

が
空
に
高
く
舞
い
あ
が
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
ヒ
バ
リ
」
と
す
る
。
語

義
が
必
ず
し
も
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
小
稿
で
は
あ
え
て
「
停
空
飛
翔
し

な
が
ら
の
さ
え
ず
り
」
と
い
う
直
接
的
な
表
現
を
用
い
る
。

　

以
下
、
右
に
み
て
き
た
小
・
中
学
校
国
語
教
科
書
か
ら
「
停
空
飛
翔

し
な
が
ら
の
さ
え
ず
り
」
に
関
す
る
描
写
（
直
結
す
る
記
述
に
傍
線
を

施
し
た
）
を
抄
出
す
る
。
※
印
は
稿
者
の
注
記
で
あ
る
。

ｃ
ひ�

ば
り
の
た
ま
ご
（『
国
語
の
本　

五
年
上
』
中
教
出
版
：
小
国583

）

　
　

�

ぼ
く
は
、
ひ
ば
り
の
す
に
た
ま
ご
を
か
え
し
、
ま
た
も
と
の
あ
ぜ

の
下
に
来
て
、
／
ひ
ば
り
の
鳴
い
て
い
る
青
い
空
を
見
上
げ
た
。

／
空
に
は
一
だ
ん
と
高
い
鳴
き
声
が
す
る
。（
※
後
半
部
分
の
一

節
）

ｅ
や�

さ
し
い
ひ
ば
り
（『
こ
く
ご　

２
年
上
』
日
本
書
院
：
小
国2-266

）

　
　

�

は
る
が
、
き
ま
し
た
。
／
よ
あ
け
の
ひ
ば
り
が
、
空
に
た
か
く
の

ぼ
り
元
気
に
う
た
を
う
た
っ
て
い
ま
し
た
。（
※
冒
頭
部
分
）

ｆ
ひ�

ば
り
（
ア
イ
ヌ
の
で
ん
せ
つ
）（『
小
学
新
国
語
』
光
村
図
書
出
版
：

国
語4011

）

　
　

�

今
で
も
、
ひ
ば
り
は
、「
わ
た
し
は
、
ち
ゃ
ん
と
使
い
を
は
た
し

て
き
ま
し
た
。
ど
う
か
、
天
上
へ
の
ぼ
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。」
と

鳴
き
な
が
ら
、
空
高
く
の
ぼ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

�

※
天
の
神
様
に
仕
え
て
天
上
に
住
ん
で
い
た
ひ
ば
り
が
、
景
色

に
み
と
れ
、
使
い
の
途
中
、
地
上
に
一
晩
泊
ま
っ
て
し
ま
い
、

二
度
と
天
上
に
も
ど
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

ｈ
ひ
ば
り
の
話
（『
国
語　

三
年
下
』
二
葉
：
国
語3003

）

　
　

�

あ
た
た
か
い
春
の
日
に
、
雲
に
と
ど
く
ほ
ど
高
い
空
か
ら
、「
ピ
ー

チ
ュ
ル
、
ピ
ー
チ
ュ
ル
。」
と
、
ひ
ば
り
の
楽
し
そ
う
な
声
が
聞
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こ
え
て
き
ま
す
。
ひ
ば
り
は
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
鳴
き
つ
づ
け

る
の
で
し
ょ
う
か
。（
※
冒
頭
部
分
）

ｋ
ヒ�

バ
リ
と
風
船
（『
小
学
新
国
語　

六
年
上
』
光
村
図
書
出
版
：
国

語6043
）

　
　

�

空
に
は
、
ひ
ば
り
が
、
息
も
切
ら
ず
に
鳴
き
続
け
て
い
ま
す
。
ひ

ば
り
は
、
同
じ
所
で
は
ば
た
い
て
、
鳴
い
て
い
ま
す
。（
中
略
）

わ
た
し
は
、
細
く
開
い
た
指
の
間
か
ら
青
い
空
を
見
上
げ
、
ひ
ば

り
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
ひ
ば
り
は
、
指
と
指
と
に
し
き
ら
れ

た
細
い
空
の
中
で
、
ピ
ー
チ
ク
、
ピ
ー
チ
ク
と
、
せ
わ
し
く
鳴
き

た
て
て
い
ま
す
。（
中
略
）「
そ
ら
、
鳴
き
声
が
弱
く
ゆ
る
や
か
に

な
っ
た
か
ら
、
も
う
じ
き
お
り
て
く
る
ぞ
。」
わ
た
し
は
、
手
を

目
か
ら
は
な
し
て
、
き
っ
と
な
っ
て
ひ
ば
り
を
見
つ
め
ま
し
た
。

（
※
冒
頭
部
分
）

ｌ
天�

の
ふ
え
（『
改
訂　

標
準
国
語　

六
年
上
』
教
育
出
版
：
国
語6081

）

　
　

�（
＊�

）
ピ
イ
チ
ピ
イ
チ
、
ピ
チ
ピ
チ
、
リ
ー
ト
ル
、
リ
ー
ト
ル
。
／

何
度
も
何
度
も
、
ひ
ば
り
は
、
あ
き
ら
め
て
落
ち
そ
う
に
な

り
な
が
ら
、
け
れ
ど
も
あ
き
ら
め
ず
に
羽
ば
た
き
を
続
け
て
、

ぐ
ん
ぐ
ん
、
ぐ
ん
ぐ
ん
上
っ
て
い
っ
た
。

　
　

�（
＊�

＊
）
そ
し
て
、
そ
の
暖
か
く
明
る
い
春
の
空
に
、
ひ
ば
り
が

み
ん
な
の
た
め
に
命
が
け
で
ふ
い
た
天
の
ふ
え
だ
け
が
、
い

つ
ま
で
も
、
い
つ
ま
で
も
鳴
っ
て
い
た
。
／
ピ
イ
チ
ピ
イ
チ
、

ピ
チ
ピ
チ
、
リ
ー
ト
ル
、
リ
ー
ト
ル
…
…
。

　
　
　

��　

�

※
（
＊
）
は
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
世
界
を
救
う

た
め
、
ひ
ば
り
が
太
陽
の
か
け
ら
を
取
り
に
、
天
に
上
っ

て
い
く
場
面
。（
＊
＊
）
は
、
作
品
の
末
尾
。
焼
け
死
ん

だ
が
使
命
を
は
た
し
、
春
を
も
た
ら
し
た
ひ
ば
り
の
鳴
き

声
が
い
つ
ま
で
も
天
に
響
い
て
い
る
。
前
者
は
さ
え
ず
り

な
が
ら
上
昇
す
る
ひ
ば
り
。
後
者
は
「
停
空
飛
翔
し
な
が

ら
の
さ
え
ず
り
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
高
く
に
い
る

ひ
ば
り
の
姿
が
捉
え
に
く
い
こ
と
（
ｐ
ヒ
バ
リ
ヒ
バ
リ
の

※
印
参
照
）
を
も
ふ
ま
え
た
描
写
で
あ
ろ
う
。

ｍ
ひ
ば
り
（『
新
編　

新
し
い
国
語　

３
上
』
東
京
書
籍
：
国
語3131

）

　
　

�　

ひ
ば
り
が
、
空
に
上
っ
た
り
、
地
上
に
下
り
た
り
す
る
と
き
に

は
、
ふ
つ
う
の
鳥
と
少
し
か
わ
っ
た
と
び
方
を
を
し
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
う
に
、
ま
っ
す
ぐ
に
上
り
下
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
空
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
す
。

　
　

�　

空
高
く
上
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
鳴
き
方
で
さ
え
ず
る
の
は
、
お

す
の
ひ
ば
り
で
す
。
草
む
ら
か
ら
と
び
た
っ
た
ひ
ば
り
は
、
ぐ
ん

ぐ
ん
空
に
上
り
な
が
ら
、「
ピ
ー
チ
ク
、
ピ
ー
チ
ク
」
と
く
り
返

し
さ
え
ず
り
ま
す
。空
に
上
る
と
、風
の
ふ
い
て
来
る
方
に
向
か
っ

て
は
ば
た
き
を
し
な
が
ら
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
鳴
き
方
を
か
え
て
さ
え

ず
り
つ
づ
け
ま
す
。
空
か
ら
下
り
る
と
き
は
、
さ
あ
っ
と
、
一
直
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線
に
下
り
て
来
ま
す
が
、
そ
の
と
き
も
休
ま
ず
に
さ
え
ず
っ
て
い

ま
す
。

　
　

�　

お
す
の
ひ
ば
り
が
さ
え
ず
る
の
は
、「
こ
こ
は
、
わ
た
し
た
ち

が
い
る
所
だ
ぞ
。
ほ
か
の
者
は
近
づ
い
て
は
い
け
な
い
ぞ
。」
と
、

自
分
た
ち
の
す
む
所
を
、
ほ
か
の
ひ
ば
り
に
知
ら
せ
る
た
め
な
の

で
す
。

　
　
　

�

※
他
に
も
、
ひ
ば
り
の
足
の
、
後
ろ
を
向
い
て
い
る
指
の
「
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
、
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
た
つ
め
」
の
役

割
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
的
確
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現

在
で
も
学
ぶ
こ
と
の
多
い
、
上
質
の
説
明
文
で
あ
る
。

ｏ
ひ
ば
り
（『
小
学
校
国
語　

三
年
上
』
学
校
図
書
：
国
語325

）

　
　

�

つ
い
つ
い
つ
い
つ
い
／
は
た
け
の
む
ぎ
の
ほ
／
お
し
り
を
さ
す
の

で
／
ひ
ば
り
は
空
か
ら
お
り
ら
れ
な
い
。
／
／　

じ
ゅ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ

じ
ゅ
ぴ
ぴ
／　

た
す
け
て
！　

た
す
け
て
！
／
／
よ
ん
で
も
よ
ん

で
も
／
だ
あ
れ
も
こ
な
い
。
／
つ
か
れ
て
つ
か
れ
て
／
ひ
ば
り
は

風
に
な
が
さ
れ
る
。
／
／　

じ
ゅ
ぴ
じ
ゅ
ぴ
じ
ゅ
ぴ
じ
ゅ
ぴ
／�

　

さ
よ
な
ら
！　

さ
よ
な
ら
！�

�

　

�

※
詩
句
全
文
。
／
／
は
空
行
。
傍
線
部
は
、
ひ
ば
り
が
空
で
さ

え
ず
り
つ
づ
け
る
の
を
、
と
が
っ
た
麦
の
穂
に
刺
さ
れ
る
の
が

い
や
な
の
で
、
と
み
な
し
た
表
現
。
に
ぎ
や
か
で
、
せ
っ
ぱ
詰

ま
っ
た
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
鳴
き
声
と
そ
の
変
化
の
描
写
も
た

く
み
と
思
う
。

ｐ
ヒ
バ
リ　

ヒ
バ
リ
（『
小
学
国
語　

３
上
』
大
阪
書
籍
：
国
語305

）

　
　
（
ピ
イ
ピ
ッ
、
ピ
イ
ピ
。
ピ
イ
ピ
ッ
、
ピ
イ
ピ
。）

　
　

�

ヒ
バ
リ
の
声
が
、
空
か
ら
こ
ぼ
れ
て
き
ま
し
た
。（
中
略
）�

�

　

タ
カ
シ
は
、
目
を
細
く
し
て
空
を
見
上
げ
ま
し
た
。
近
く
に
い

る
よ
う
な
の
に
、
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。�

�

　

で
も
、
一
度
目
を
と
じ
て
そ
れ
か
ら
あ
け
た
と
き
、
頭
の
上
に

黒
い
点
を
見
つ
け
ま
し
た
。
さ
え
ず
り
な
が
ら
、
も
っ
と
の
ぼ
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　
　

�

※
冒
頭
部
分
。
鳴
き
声
が
「
空
か
ら
こ
ぼ
れ
て
」
き
て
も
、
そ

の
姿
を
す
ぐ
に
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
、
と
の
描
写
は
よ
く
わ
か

る
。
加
齢
で
飛
蚊
症
が
あ
る
と
「
黒
い
点
」
は
な
お
さ
ら
ま
ぎ

ら
わ
し
い
。

Ａ
佐�

吉
と
ひ
ば
り
（『
国
語　

中
学
校
第
三
学
年
用　

一
』
教
育
図
書
：

中
国910

）

　
　

�

私
た
ち
は
飛
び
た
つ
と
き
か
ら
あ
い
ず
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
大

気
が
清
く
す
が
す
が
し
い
、
こ
こ
い
ら
と
思
わ
れ
る
高
さ
の
あ
た

り
に
ま
で
達
し
た
と
き
、
目
あ
て
も
な
し
に
左
右
へ
飛
び
流
れ
な

が
ら
更
に
あ
い
ず
の
鳴
き
声
を
続
け
ま
す
。

　
　
　

�

※
ひ
ば
り
が
佐
吉
に
話
す
、「
ひ
ば
り
の
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
仕
事
」
の
一
節
。

Ｂ
春�

の
朝
（『
中
等
国
語　

三
上
（
改
訂
版
）』
三
省
堂
出
版
：
中
国
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968

）
あ
げ
ひ
ば
り
な
の
り
い
で
（
※
詩
句
第
五
行
目
）

Ｃ
あ�
げ
ひ
ば
り
（『
中
等
国
語　

一
上
（
改
訂
版
）』）
三
省
堂
出
版
：

中
国772

　
　

�

ひ
ば
り
の
井
戸
は
天
に
あ
る
…
…
あ
れ
あ
れ
／
あ
ん
な
に
ひ
ば
り

は
い
そ
い
そ
と
水
を
く
み
に
舞
い
あ
が
る
／
は
る
か
に
す
ん
だ
青

空
の　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
／
お
き
き　

井
戸
の
く
る
る
が
鳴
っ
て

い
る
（
※
詩
句
全
文
）

Ｄ
ひ�

ば
り
に
（『
中
等
新
国
語
文
学
編　

三
上
』
光
村
図
書
出
版
：
中

国9-932

）

　
　

�

耀
く
大
空
こ
そ
、
な
れ
の
浮う
き
よ世
離
れ
た
る
す
み
か
。
／
か
し
こ
よ

り
な
れ
は
一
き
は
聖
な
る
本
能
も
て
、
／
う
る
は
し
の
歌
声
を
あ

ふ
る
る
ば
か
り
こ
の
世
に
注
ぐ
。（
※
第
二
連
の
一
部
）

Ｅ
（�

若
山
牧
水
短
歌
）（『
中
学
標
準
国
語　

三
上
』
教
育
図
書
：
中
国

976

）�
�

雨
雲
の
な
か
に
ま
ひ
の
ぼ
り
啼
く
声
の　

ひ
ば
り
は
し
げ
し
こ
よ

ひ
晴
れ
な
む

Ｇ
ひ
ば
り
（『
中
学
国
語
総
合　

二
年
上
』
二
葉
：
中
国8-845

）

　
　

�

わ
た
く
し
は
幾
度
か
、
揚
げ
ひ
ば
り
の
ゆ
く
え
を
た
ず
ね
た
も
の

で
あ
る
。（
中
略
）
ひ
と
み
を
こ
ら
し
て
見
つ
め
て
い
る
と
、
木

の
葉
の
よ
う
に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
い
あ
が
る
ひ
ば
り
の
姿
が
目
に
は

い
る
。
ら
せ
ん
状
に
円
を
描
き
つ
つ
、
忙
し
く
鳴
き
た
て
な
が
ら

舞
い
あ
が
っ
て
ゆ
く
。
…
は
た
と
鳴
き
や
ん
だ
と
見
る
ま
に
、
斜

に
す
う
っ
と
地
上
に
降
り
る
。

Ｉ
ひ�

ば
り
の
子
（
光
村
図
書
出
版
『
中
等
新
国
語　

一
』：
国
語715

）

　
　
　

そ
の
声
は
、
不
意
に
正
三
の
頭
の
真
上
で
聞
こ
え
た
。

　
　

�　

そ
れ
は
、
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
よ
う
な
、
本
当
に
か
わ
い

ら
し
い
声
で
あ
っ
た
。
そ
の
声
は
、正
三
の
頭
の
真
上
の
空
か
ら
、

い
き
な
り
動
き
だ
し
た
ぜ
ん
ま
い
じ
か
け
の
お
も
ち
ゃ
の
自
動
車

か
何
か
の
よ
う
に
、
勢
い
よ
く
鳴
り
だ
し
た
の
だ
。

　
　

�　

そ
れ
を
聞
い
た
時
、
正
三
は
思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ
て
、「
あ
、

あ
の
ひ
ば
り
の
子
だ
。」
と
言
っ
た
。（
中
略
）

　
　

�　

す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
頭
の
真
上
の
あ
ん
ま
り
高
く
は
な
い
所
に

飛
ん
で
い
る
、
一
羽
の
ひ
ば
り
が
目
に
入
っ
た
。

　
　

�　

そ
れ
は
、
た
い
へ
ん
せ
わ
し
そ
う
に
さ
え
ず
り
な
が
ら
、
そ
の

声
と
全
く
同
じ
く
ら
い
の
せ
わ
し
さ
で
、小
さ
い
羽
を
動
か
し
て
、

ま
る
で
や
っ
と
こ
さ
空
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
見

え
た
。（
中
略
）

　
　

�　

そ
の
と
き
、
ひ
ば
り
の
声
の
調
子
が
変
わ
っ
た
。
三
つ
く
ら
い

の
音
色
を
つ
づ
っ
た
よ
う
な
鳴
き
方
を
し
て
い
た
の
が
、
二
つ
の

音
色
だ
け
に
な
り
、
そ
れ
も
た
い
へ
ん
あ
わ
て
た
よ
う
に
聞
え
始

め
た
。
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�

※
右
に
掲
出
し
た
、
書
き
出
し
と
そ
れ
に
つ
づ
く
部
分
の
一
節

は
、「
ひ
ば
り
の
子
」
の
様
子
と
い
う
点
を
の
ぞ
け
ば
（
注
）、
ひ

ば
り
の
鳴
き
声
が
「
不
意
に
」「
頭
の
真
上
で
」
聞
こ
え
た
こ

と
（
ひ
ば
り
の
上
昇
に
最
初
か
ら
気
づ
い
て
い
な
け
れ
ば
、
こ

の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
は
ご
く
自
然
で
あ
る
）
を
ふ
く
め
、
に

ぎ
や
か
で
せ
わ
し
な
い
鳴
き
声
と
停
空
飛
翔
の
様
子
、
上
昇
と

下
降
の
声
の
違
い
な
ど
を
注
意
深
く
観
察
し
た
描
写
で
あ
る
。

（
注
）
光
村
図
書
出
版
『
中
等
新
国
語　

教
師
用
指
導
書　

１
上
』��

　

�（
一
九
七
二
年
お
よ
び
一
九
七
八
年
）
は
、「
◇
参
考
資
料
」

の
項
で
「
か
え
っ
た
ば
か
り
の
ひ
ば
り
の
子
が
高
く
飛
び
上

が
っ
て
さ
え
ず
る
と
い
う
の
は
実
際
に
は
あ
り
得
ず
、
都
会

育
ち
の
正
三
が
ひ
ば
り
の
成
鳥
、
少
な
く
と
も
孵
化
後
半
年

以
上
た
っ
た
も
の
を
、
ひ
な
と
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
指

摘
し
、
作
者
庄
野
の
「『
ひ
ば
り
の
子
』
と
い
う
認
識
は
、

正
三
に
と
っ
て
詩
的
真
実

0

0

0

0

」
だ
と
い
う
言
葉
を
も
引
用
し
、

「
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
、
特
に
ひ
ば
り
の
生
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
生
徒
の
い
る
場
合
に
は
補
説
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

ろ
う
」
と
述
べ
る
。

ｎ
春
・�

Ｊ
春
（
光
村
図
書
出
版
『
国
語　

五
上　

銀
河
』：
国
語541

）

お
か
ん
は
た
っ
た
一
人
／
峠
田
の
て
っ
ぺ
ん
で
く
わ
に
も
た
れ

／
大
き
な
空
に
／
小
ち
ゃ
い
か
ら
だ
を
／
ぴ
ょ
っ
く
り
浮
か
し

て
／
空
い
っ
ぱ
い
に
な
く
雲
雀
の
声
を
／
じ
っ
と
聞
い
て
い
る

や
ろ
で
／
／
里
の
方
で
牛
が
な
い
た
ら
／
じ
っ
と
ひ
び
き
に
耳

を
か
た
む
け
て
い
る
や
ろ
で
／
／
大
き
い　

美
し
い
／
春
が
ま

わ
っ
て
く
る
た
ん
び
に
／
お
か
ん
の
年
が
よ
る
の
が
／
目
に
見

え
る
よ
う
で　

か
な
し
い
／
お
か
ん
が
み
た
い

　
　
　
　

�

※
詩
句
全
文
。
坂
本
遼
「
春
」
を
あ
え
て
こ
の
節
の
最
後
に

あ
げ
た
。
こ
う
し
て
ひ
ば
り
の
描
写
を
た
ど
っ
て
く
れ
ば
、

傍
線
部
が
「
停
空
飛
翔
し
な
が
ら
の
さ
え
ず
り
」
以
外
の
何

も
の
で
も
な
い
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
詩
の

短
い
一
節
で
あ
り
な
が
ら
、
光
景
を
一
筆
で
描
き
き
っ
て
強

い
印
象
を
あ
た
え
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
ｍ
ひ
ば
り
（
砂

村
秀
治
、
説
明
文
）
や
Ｉ
ひ
ば
り
の
子
（
庄
野
潤
三
、
小
説
）

の
、
文
章
に
よ
る
積
み
重
ね
に
も
匹
敵
す
る
優
れ
た
表
現
で

あ
る
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
そ
の
よ
う
に
は
評
価
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
。

お
わ
り
に

　

第
一
節
、
第
二
節
で
扱
っ
た
作
品
の
採
録
状
況
を
概
観
す
る
。

〔
凡
例
〕

１�
．
表
１
は
、同
じ
作
品
で
も
発
行
者（
教
科
書
会
社
）ご
と
に
計
上
し
、

そ
の
年
度
に
お
け
る
発
行
者
の
数
を
表
示
し
た
。

　
　
　

�
例
：
Ｂ
（
春
の
朝
・
春
の
あ
し
た
）、
一
九
五
二
年
度
は
三
省

堂
出
版
・
光
村
図
書
出
版
の
二
社
が
採
録
し
、「
２
」
と
表
示
。
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一
九
五
六
年
度
「
９
」
は
九
社
が
採
録
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

�　

な
お
、
三
省
堂
出
版
（
三
省
堂
）『
中
等
国
語　

三
上
』
の
使
用

年
度
は
「
改
訂
版1952

〜1958

、
三
訂
版1955

〜1961

、
四
訂
版

1957
〜1961
、
五
訂
版1960

〜1961

」
と
あ
る
が
、
各
版
の
使
用

年
度
の
重
な
り
は
考
慮
せ
ず
、「1952

〜1961

」と
一
括
し
て
扱
っ
た
。

２�

．
表
２
は
、
作
品
単
位
で
扱
い
、
右
の
Ｂ
で
い
え
ば
、

一
九
五
二
・
一
九
五
六
年
度
と
も
に
「
１
」
と
表
示
し
た
。

３�

．
一
〇
年
ご
と
の
採
録
数
の
累
計
を
右
端
に
表
示
し
た
。

４�

．
全
期
間
を
通
し
た
累
計
が
15
以
上
の
作
品
に
網
か
け
を
施
し
た
。

　
　
　
　
　

＊

　

表
か
ら
汲
み
と
れ
る
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る
。

　

一
〇
年
ご
と
の
採
録
数
の
累
計
を
み
る
と
、
一
九
五
〇
年
代
を
ピ
ー

ク
に
し
て
、
以
後
、
ひ
ば
り
の
登
場
す
る
教
材
が
加
速
度
的
に
減
少
し
、

二
〇
〇
〇
年
代
で
は
つ
い
に
姿
を
消
す
。
表
２
に
顕
著
で
あ
る
が
、
作

品
単
位
で
み
た
表
１
で
も
そ
の
こ
と
は
変
わ
り
な
い
。

　

小
、
中
学
校
の
別
で
み
る
と
、
中
学
校
の
方
が
圧
倒
的
に
早
く
に
ひ

ば
り
関
連
教
材
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
明
か
す
た
め
に
は
、

国
語
教
科
書
全
体
の
変
遷
の
様
相
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
以
下
は
、
そ
の
用
意
を
欠
く
、
表
層
的
な
覚
え
書
き
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
ピ
ー
ク
時
に
あ
っ
て
も
、
Ｃ
（
あ
げ

ひ
ば
り
：
三
好
達
治
）、
Ｈ
（
さ
く
ら
と
ひ
ば
り
：
室
生
犀
星
）
の
よ

う
に
、
教
科
書
の
「
序
」
と
し
て
単
元
外
の
扱
い
の
も
の
が
含
ま
れ
、

教
材
と
し
て
の
比
重
は
、
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

Ａ
（
佐
吉
と
ひ
ば
り
：
中
村
草
田
男
）
は
、
現
在
で
は
登
場
人
物
の

呼
称
に
こ
と
わ
り
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
も
っ
と
も
多
い
時
に
は
九
社
も
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
た

Ｂ
（
春
の
朝
：
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
、
上
田
敏
訳
）
や
そ
れ
に
次
ぐ
Ｄ
（
ひ

ば
り
に
：
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
）
は
文
語
調
の
訳
詞
で
あ
る
。
Ｆ
（
ひ
ば
り

よ
り
上
に
…
：
松
尾
芭
蕉
）
は
古
典
俳
句
で
あ
り
、
Ｅ
（
若
山
牧
水
短

歌
三
首
）
も
表
現
は
文
語
で
あ
る
。
こ
の
点
、
小
学
校
教
材
の
場
合
、

ｉ
（
ひ
ば
り
の
日
記
：
著
者
不
明
）
が
代
表
的
で
あ
る
が
、
ｃ
（
ひ
ば

り
の
た
ま
ご
：
村
山
俊
太
郎
）、
ｅ
（
や
さ
し
い
ひ
ば
り
：
浜
田
広
介
）、

ｊ
（
ひ
ば
り
の
す
：
木
下
夕
爾
）、
ｋ
（
ヒ
バ
リ
と
風
船
：
石
森
延
男
）、

ｐ
（
ヒ
バ
リ　

ヒ
バ
リ
：
加
藤
多
一
）
な
ど
、
多
く
が
児
童
文
学
で
あ

り
、
小
学
生
が
同
化
し
や
す
い
語
り
口
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
対
照
的

で
あ
る
。
小
学
校
と
中
学
校
と
の
相
違
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
教
材
と
し

て
の
根
強
さ
の
違
い
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
Ｂ
に
つ

い
て
は
、
光
村
図
書
出
版
が
一
九
七
〇
年
代
に
復
活
さ
せ
て
も
お
り
、

人
口
に
膾
炙
し
た
名
訳
詞
と
し
て
の
生
命
力
を
感
じ
さ
せ
る
。し
か
し
、

中
学
校
教
材
と
し
て
Ｂ
以
上
に
、
も
っ
と
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
採
録

さ
れ
た
（
表
１
参
照
）
の
が
Ｉ
（
ひ
ば
り
の
子
：
庄
野
潤
三
）
で
あ
る

こ
と
に
注
意
し
た
い
。
Ｉ
の
主
人
公
「
正
三
」
は
小
学
四
年
生
で
あ
る

が
、「
四
年
生
と
も
な
れ
ば
、
宿
題
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
な
つ
め
の
よ

う
な
二
年
ぼ
う
ず
と
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
の
だ
」（
な
つ
め
は
妹
、
そ

の
下
に
幼
児
の
弟
が
い
る
）
と
い
う
自
負
を
持
っ
て
い
る
。
上
級
生
の
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い
じ
め
っ
子
ら
し
き
少
年
と
の
対
決
と
い
う
事
件
を
含
め
、
中
学
生
目

線
で
も
正
三
を
受
け
い
れ
や
す
い
で
あ
ろ
う
。�

�

　

一
方
、
小
学
生
が
同
化
し
や
す
い
語
り
口
の
教
材
は
、
小
学
生
を
と

り
ま
く
環
境
の
変
化
の
影
響
を
受
け
や
す
く
も
あ
る
。こ
こ
で
も
ｉ（
ひ

ば
り
の
日
記
：
著
者
不
明
）
が
わ
か
り
や
す
い
事
例
で
あ
ろ
う
が
、
現

実
の
ひ
ば
り
が
な
じ
み
の
薄
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
こ
う
し

た
ひ
ば
り
の
巣
の
観
察
日
記
風
の
作
品
を
採
録
す
る
こ
と
は
考
え
が
た

い
。
小
学
校
教
材
と
し
て
は
も
っ
と
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
採
録
さ
れ

た
（
表
１
参
照
）
教
材
は
ｎ
（
春
：
坂
本
遼
）
で
あ
る
が
、
こ
の
教
材

は
中
学
校
教
材
Ｊ
と
し
て
先
行
採
録
さ
れ
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
そ
の
語
り
手
は
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
人
物
で
あ
り
、
説
明
文
を

除
く
他
の
小
学
校
教
材
と
は
異
質
の
存
在
で
あ
る
。
小
学
校
五
年
生
対

象
の
教
材
と
し
て
そ
の
こ
と
が
ど
こ
ま
で
意
識
さ
れ
て
い
た
か
わ
か
ら

な
い
が
、
小
学
校
教
材
と
し
て
長
く
命
脈
を
た
も
っ
た
理
由
は
そ
の
あ

た
り
に
も
求
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

付
記�　

脱
稿
後
、『
中
学
校
国
語
教
科
書
内
容
索
引
：
昭
和
24
〜
年
61
度
』

（
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
六
年
）「
ひ
ば
り
の
音
曇
天
か

き
分
け
か
き
分
け
て
（
中
村
草
田
男
）」
を
見
落
と
し
て
い
た
こ

と
に
気
づ
い
た
。
小
稿
の
〔
凡
例
〕
の
形
で
示
せ
ば
、《
③
『
来

し
方
行
方
』（
一
九
四
七
年
、
自
文
堂
）
所
収
。『
中
村
草
田
男
全

集
２
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
九
年
）
二
三
〇
頁
に
「
雲
雀
の

音
曇
天
掻
き
分
け
掻
き
分
け
て
」
と
載
る
。
④
日
本
書
籍
『
山

本
有
三
編
集　

国
語　

中
学
３
年
下
』、
⑤
中
国9-999

：1959

〜

1961

。
④
光
村
図
書
出
版
『
中
等
新
国
語
（
新
版
）
二
』、
⑤
中

国A
-800

：1959

〜1961

）》
と
な
る
。
第
二
節
Ｇ
（
ひ
ば
り
：

河
竹
繁
俊
）
⑥
に
述
べ
た
こ
と
に
関
わ
り
、
表
１
・
２
も
補
正
す

る
必
要
が
あ
る
が
、「
お
わ
り
に
」
で
述
べ
た
全
体
的
な
傾
向
に

は
影
響
を
与
え
な
い
。

�

（
い
ま
い
・
し
ょ
う
の
す
け　

本
学
名
誉
教
授
）
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〈表1〉作品採録状況：発行者単位集計

年度 a b c d e f g h i j k l m n o p A B C D E F G H I J 計 総
1950 1 1 2
1951 1 1 2
1952 1 1 1 1 1 2 1 1 9
1953 1 1 1 1 1 3 2 2 1 2 15
1954 1 1 1 1 1 4 2 2 1 2 16
1955 1 1 6 2 3 1 2 1 17
1956 1 1 9 2 3 1 2 1 1 21
1957 1 1 1 9 2 2 1 2 1 1 21
1958 1 1 1 7 2 1 1 2 1 1 1 19
1959 1 1 6 2 1 1 2 1 1 1 17 139
1960 1 1 5 3 1 2 1 1 2 17
1961 1 1 1 5 3 1 2 1 1 2 18
1962 1 1 1 3 4 10
1963 1 1 1 3 4 10
1964 1 1 1 3 4 10
1965 1 1 1 1 3 4 11
1966 1 1 1 1 3 7
1967 1 1 1 1 3 7
1968 1 1 1 3 6
1969 1 1 1 3 99
1970 1 1 1 3
1971 2 1 3
1972 2 1 1 1 5
1973 2 1 1 1 5
1974 2 1 1 1 5
1975 2 1 1 1 5
1976 2 1 1 1 5
1977 1 1 1 1 4
1978 1 1 1 1 4
1979 1 1 1 1 4 43
1980 1 1 1 1 4
1981 1 1 2
1982 1 1 2
1983 1 1 2
1984 1 1 2
1985 1 1 2
1986 1 1 1 3
1987 1 1 1 3
1988 1 1 1 3
1989 1 1 2 25
1990 1 1 2
1991 1 1 2
1992 2 2
1993 2 2
1994 2 2
1995 2 2
1996 0
1997 0
1998 0
1999 0 12
計 9 9 3 3 4 4 10 7 6 12 3 12 9 15 6 8 5 71 21 15 9 18 7 6 40 6
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〈表2〉年度別採録状況：作品単位集計

年度 a b c d e f g h i j k l m n o p A B C D E F G H I J 計 総
1950 1 1 2
1951 1 1 2
1952 1 1 1 1 1 1 1 1 8
1953 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
1954 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
1955 1 1 1 1 1 1 1 1 8
1956 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
1957 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
1958 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11
1959 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 80
1960 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
1961 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
1962 1 1 1 1 1 5
1963 1 1 1 1 1 5
1964 1 1 1 1 1 5
1965 1 1 1 1 1 1 6
1966 1 1 1 1 1 5
1967 1 1 1 1 1 5
1968 1 1 1 1 4
1969 1 1 1 3 57
1970 1 1 1 3
1971 1 1 2
1972 1 1 1 1 4
1973 1 1 1 1 4
1974 1 1 1 1 4
1975 1 1 1 1 4
1976 1 1 1 1 4
1977 1 1 1 1 4
1978 1 1 1 1 4
1979 1 1 1 1 4 37
1980 1 1 1 1 4
1981 1 1 2
1982 1 1 2
1983 1 1 2
1984 1 1 2
1985 1 1 2
1986 1 1 1 3
1987 1 1 1 3
1988 1 1 1 3
1989 1 1 2 25
1990 1 1 2
1991 1 1 2
1992 1 1
1993 1 1
1994 1 1
1995 1 1
1996 0
1997 0
1998 0
1999 0 8
計 9 9 3 3 4 4 10 7 6 12 3 6 9 15 6 4 5 17 10 8 9 9 7 6 20 6




